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テーマ５：デジタルを活用した効率的かつ効果的な品質管理方法の検討 

 

研究要旨： 

昨今の医薬品製造業者における課題として、製造記録、試験記録やその他の GMP 関連の文書等

の作成・維持管理の中で、データの完全性が保たれず、結果としてＧＭＰの不正につながってしまうケ

ースが散見される。このような完全性の欠落を未然に防止するための取り組みとして、近年、急速に発

達しているデジタル技術の積極的な活用が挙げられる。デジタル技術の導入により、より効率的かつ効

果的な製造管理・品質管理を実現することで、国内の医薬品業界全体の信頼性向上や国際的競争力

の向上等も期待される。 

本研究では、『デジタルを活用した効率的かつ効果的な品質管理方法の検討』をテーマとして、国

内外の医薬品等の製造業者等の実態調査等を行い、それらの結果を整理分析し、業界の意見も踏ま

えた調査研究を行い、デジタル技術や IT システムの導入促進に向けて具体的な対応策（ガイドライン

や事例集の作成）を提言することで、行政による通知や事例集の発出等へ結びつけることを目的とし

た。また、研究成果を通じて、医薬品等の製造販売業及び製造業における更なるデジタル技術活用

促進につなげることで、医薬品の製造管理・品質管理の信頼性向上に貢献することを目的とした。一

例として、構造設備の点検、試験設備の点検(GMP, GCTP)、自己点検 (GQP, GMP, GCTP)等の業務

に対するデジタル技術の更なる適用可能性について調査を行った。 

 

  今年度は、上記目的の達成に向けて、国内の医薬品等の製造業者における事例調査等を行い、そ

れらの結果を整理分析し、業界の意見も収集するため、以下の 3 項目の研究課題に取り組んだ。 

 

１) デジタル用語の定義 

２) 「デジタルプラント成熟度モデル」を用いた事例分類手法の検討 

３) 医薬品製造業におけるデジタル技術活用事例集(2023 年度版) 

 

活動内容 

1)  デジタル用語の定義 

デジタル化の好事例を調査、検討、及び公開するにあたり、デジタル技術に対する共通の理解を

得るため、「３）医薬品製造業におけるデジタル技術活用事例集(2023 年度版)」で用いられるデジタ

ル用語や IT システムに関する用語について解説した。 

 

２）「デジタルプラント成熟度モデル」を用いた事例分類手法の検討 

   BioPhorum*が提案する Digital Plant Maturity Model 3.0 (DPMM 3.0) は、工場のデジタル成熟度

を評価し、企業のデジタル戦略に合わせて目標成熟度レベルを設定するために使用される。同モ

デルでは成熟度が Level 1 から Level 5 に分類されている。「３）医薬品製造業におけるデジタル技

術活用事例集(2023 年度版)」の情報を整理するにあたり、各事例を本成熟度モデルのレベルに当

てはめ、マッピングを行った。 



成熟度モデルを用いた事例分類により、本研究成果が参照される際に、参照者が属する企業の現

状の成熟度レベルに応じた適切な事例を選択し、容易に参照可能な形式になったと考える。 

注）* www.biophorum.com:世界のバイオ医薬品産業が協力して、医薬品の上市を加速できる環

境づくりをミッションとして設立された業界団体 

３）医薬品製造業におけるデジタル技術活用事例集(2023年度版)

医薬品等の製造販売業者の意思決定者に対し、品質保証、品質向上、生産性向上等のメリットを

提示することで、業界における DX 化促進につなげること、また、既に IT システムやデジタル技術が

導入されている企業の管理者や担当者に対し、データや技術の活用、応用事例を通じて、業務最

適化のアイデアを提供することを目的とし、本事例集を作成した。

始めに、各社の医薬品製造所における業務プロセスの多様性を踏まえ、事例集を作成する際の

基本的な前提を明示し、各読者の IT システムに対する視点を揃えることを目的とし、システムランド

スケープを作成した。

事例集では、医薬品製造所での業務プロセスにおける課題感や理想状態を、典型的な例として

提示した。また、課題に対する解決策として、IT システムやデジタル技術の導入事例を紹介し、品質

保証、品質向上、生産性向上等のメリットを提示した。今年度は、Level１から Level2 へのレベルアッ

プを見据え、医薬品製造業における基幹的なシステム（MES、SCADA、EMS、LIMS、DMS、LMS、

QEMS、RIMS）を対象とし、導入効果や将来的なメリット、導入時の留意事項等を、代表例として記述

した。さらに、各システムの構築・導入にかかる概算費用を例示することで、導入検討に際しての参

考情報を提示した。 

本研究にご協力を頂いた方々（敬称略） 

日本製薬団体連合会 ：向井 正明 

日本 PDA製薬学会 ：合津 文雄、久保 光平、峠 茂樹、大戸 篤、杉浦 大、守野 智、立花 忠之 

富山大学 ：鳴瀬 諒子 

事務局 ：森 克彦、宮下 美知子（熊本保健科学大学）、武田 浩二（(株)矢野経済研究所） 
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A. 研究目的

A-1：デジタル用語の定義

研究目的： 

デジタル化の好事例を調査、検討、及び公

開するにあたり、デジタル技術に関する共通の

理解を得ることを目的とし、デジタル用語の定

義を行う。 

A-2：「デジタルプラント成熟度モデル」を用い

た事例分類手法の検討： 

研究目的： 

医薬品製造業におけるデジタル技術活用

事例集(2023年度版)で取り扱う事例を分類し、

事例集の参照者が属する企業の現状の成熟

度レベルに応じて、適切な事例を選択し、簡

便に参照可能な形でまとめ上げることを目的と

する。 

A-3：医薬品製造業におけるデジタル技術活

用事例集(2023年度版) 

研究目的： 

医薬品等の製造販売業者の意思決定者に

対し、品質保証、品質向上、生産性向上等の

メリットを提示することで、業界における DX 化

促進につなげる。また、既に ITシステムやデジ

タル技術が導入されている企業の管理者や担

当者に対し、データや技術の活用、応用事例

を通じて、業務最適化のアイデアを提供するこ

とを目的とする。 

B. 研究方法

B-1：デジタル用語の定義

研究方法： 

医薬品製造業におけるデジタル技術活用

事例集(2023 年度版)で使用されるデジタル用

語と IT システムに関する用語について解説す

る。また、それらの用語と関連して、医薬品製

造所で使用される専門用語や略語も解説する。 

B-2：「デジタルプラント成熟度モデル」を用い

た事例分類手法の検討： 

研究方法： 

公開されているデジタルプラント成熟度モデ

ルを参照し、各レベルの定義を確認した上で、

医薬品製造業におけるデジタル技術活用事

例集(2023 年度版)の分類への利用を検討す

る。 

B-3：医薬品製造業におけるデジタル技術活

用事例集(2023年度版) 

研究方法： 

医薬品製造所での業務プロセスにおける課

題感や理想状態を典型的な例として提示する。

その解決策として、ITシステムやデジタル技術

の導入事例を紹介し、品質保証、品質向上、

生産性向上等のメリットを提示する。今年度は、

医薬品製造業における基幹的なシステムを対

象とし、導入の効果や将来的なメリット、導入

時の留意事項等を、代表例として記述する。 

C. 研究結果

今年度の研究結果は、以下のとおり。

C-1：デジタル用語の定義：

研究結果： 

デジタル用語の定義 (医薬品製造業におけ

るデジタル技術活用事例集(2023 年度版)向

け) を作成した。（添付資料 5-１） 

なお、用語集の対象が限定的であるため、

サブタイトルを付した。

C-2：「デジタルプラント成熟度モデル」を用い

た事例分類手法の検討： 

研究結果： 

BioPhorum が 提 案 す る  Digital Plant 

Maturity Model 3.0 (DPMM 3.0) は、工場のデ

ジタル成熟度を評価し、企業のデジタル戦略

に合わせて目標成熟度レベルを設定するため

に使用される。同モデルにおける成熟度レベ
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ルは以下のように設定されている。

➢ Level 1：Pre-digital plant

（デジタル化前のプラント）

➢ Level 2：Digital islands

（デジタルアイランド）

➢ Level 3：Connected plant

（相互に繋がったプラント）

➢ Level 4：Predictive Plant

（予測処理ができるプラント）

➢ Level 5：Adaptive plant

（適応しているプラント）

本成熟度モデルを利用することで、各事

例を、該当する成熟度レベルに応じて分類

可能と考えられた。（添付資料 5-2） 

C-3：医薬品製造業におけるデジタル技術活

用事例集(2023年度版) 

研究結果： 

IT システムが担う業務領域は、ユーザー企

業の独自の業務プロセスやシステム化の歴史、

組織構造など多様な要因によって大きく状況

が異なる。この多様性を踏まえ、事例集を作成

する際の基本的な前提を明示し、各読者の IT

システムに対する視点を揃えるために、システ

ムランドスケープを作成した。

医薬品製造業における基幹的システムとし

て、MES、SCADA、EMS、LIMS、DMS、LMS、

QEMS、RIMS を選定した。これらのシステムを

導入する前に直面する可能性のある問題点、

導入後の期待される効果、導入に際しての注

意点を、1ページ1システムの形式でまとめた。

個々の事例は成熟度モデルに基づいて分類

した。今年度は基幹的システムの導入事例に

焦点を当てたため、主に成熟度レベル 1 の状

態から 2 を目指す事例を取り上げた。以下に

各システムを 2 つのグループに分け、概要を

説明する。 

【MES、SCADA、EMS、LIMS】 

主に製造及び品質管理業務領域で用いら

れるシステムであり、紙を用いたマニュアル運

用で常にリスクとなり得る、作業の抜け漏れ、

記録忘れ、転記ミス、記録間違い、不正行為、

データ完全性の欠陥等を未然に防ぐ効果が

期待されるものである。加えて、紙文書を排除

することでの文書管理工数の削減、設備点検

の確認項目の削減や効率化、自己点検や年

次レビューにおける情報収集や分析、解析業

務の効率化も期待される。 

【DMS、LMS、QEMS、RIMS】 

全ての GMP 業務に共通して用いられる情

報管理システムであり、SOP や承認書等の文

書管理や教育管理、品質イベント管理に関す

る業務を確実に、かつ効率的に行う効果が期

待されるものである。前述のシステム群と同様

に、これらのシステムも自己点検や年次レビュ

ーにおける情報収集や分析、解析業務の効

率化に寄与する。（添付資料 5-2） 

D. 考察

D-1：デジタル用語の定義

考察： 

医薬品製造業におけるデジタル技術活用

事例集(2023 年度版)の参照に際し、使用され

た用語の理解促進の一助になるものと考える。 

D-2：「デジタルプラント成熟度モデル」を用い

た事例分類手法の検討 

考察： 

 成熟度モデルを用いることで、適切に事例を

分類可能であった。それにより、参照者が期待

するレベルの事例に、容易にアクセス可能とな

った。 

D-3：医薬品製造業におけるデジタル技術活
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用事例集(2023年度版) 

考察： 

事例集作成作業にあたったメンバーの経験

においても、各 IT システムがカバーする業務

領域に細かな相違が見られた。ただし、各業

務をある程度大きな粒度で俯瞰した際には、

一定の共通認識が存在したため、それらを典

型的なシステムランドスケープとして図式化し

た。各企業における業務プロセスやシステム化

レベル等の背景は様々であるが、今後新規導

入や更新、再構成を検討する際の一助になる

ものと考える。 

個別の事例として、医薬品製造所における

基幹的システムの導入事例を選定し、各シス

テムが業務課題に対してどのような効果をもた

らす可能性があるかを示した。システムの導入

完了がゴールではなく、盤石な運用体制を構

築すると共に、次のステップとして他システムと

の連携や、システム化により得られる電子デー

タの利活用を見据え、中長期的な視野に基づ

き業務改善・改革を継続することで、短期的な

投資対効果以上のメリットが得られる可能性に

ついて言及した。 

DX 推進においては、AR/VR や生成 AI、自

律制御など、革新的な技術の導入に重きが置

かれることが多いが、まずは既存の業務プロセ

スを改革、最適化した上で基幹的なシステムを

効果的に導入することが重要である。その上

で、DI を担保しつつデジタルデータの蓄積を

着実に行えるようにし、それらを最大限活用で

きるような環境を整えるところがスタートライン

であると考える。良いシステム化が実現できれ

ば、業務プロセスが明確化され、取り扱われる

情報が整理され、従来の人的作業が自動化さ

れる。即ち、それらはGMP三原則をより高いレ

ベルで満足できる可能性に直結する。また、

次のステップとして、システム化により自動的に

蓄積される電子データを活用、応用することで、

設備総合効率 （ OEE ：Overall Equipment 

Effectiveness）の分析による業務の効率化や、

継続的な品質改善（CPV: Continued Process 

Verification）等の活動へと発展させられる可能

性もある。また、設備点検、自己点検、年次レ

ビュー等、医薬品製造業者に特有の業務の自

動化、効率化の可能性も考えられる。 

また、事例集では、各システムの構築・導入

にかかる概算費用を例示した。必要な投資額

が高額となるため、システム単体の導入を短期

目線で捉えると、投資回収が困難との判断に

至る場合もあるのではないだろうか。例えば、

複数のシステムを導入し、インターフェースを

構築して初めて実現できる業務効率化の事例

があるとして、現時点でシステム化レベルが低

く、知識や経験も少ない企業が、自発的にシス

テム化のロードマップを描き、将来の大きなリタ

ーンを確信して投資計画を策定することは簡

単ではない。このように、システム単体では投

資回収が困難、一方で複数のシステムを同時

に導入するほどの高額な投資も、企業体力上

困難、と結論付けられるケースも考えられる。 

また、DI や品質システム向上等の目的は、

信頼できる質の高い医薬品を継続的に供給

する上で重要な観点であり、企業並びに医薬

品製造業界全体の信頼性向上に資するもの

である。一方で、短期的な投資効果を優先し、

システム導入に踏み込めないケースも伺える。

しかし、近年の各国における規制要件の強

化や、当局査察における指摘の傾向を踏まえ

ると、本事例集で取り扱った基幹的システムの

導入は、医薬品製造業における標準となりつ

つある。GxP 業務で利用されるシステムは、

FDA 21CFR Part11 や ERES指針等への対応

が必須であり、システム単体の導入で数千万

円から数億円といった大規模な初期投資が必

要となる。こういった背景と、質の高い医薬品

を安定的に提供する義務がある業界の特性を

考えると、公的支援の一環として、財政基盤が

弱い企業に対してシステム化やデジタル化へ
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の動機付けとなるような政策や支援を打ち出し

ていくことも有効な策ではないかと考える。 

E. 結論

今年度の研究班の活動を通じて、以下の結

論を得た。 

一般的なデジタル用語を含む用語の定義を

行い、併せて 2023 年度の事例集に対する補

完ができたと考える。 

今後も本研究の実施期間中は適宜用語集

の改訂を行い、新出を含む必要なデジタル用

語を理解できる環境を整備するとともに、作成

する事例集への補足ができる状況を継続する。 

収集した事例を、デジタルプラント成熟度モ

デルのレベルに応じて分類する手法を検討し、

適用した。それにより、参照者が期待するレベ

ルの事例に、容易にアクセス可能となった。

医薬品製造所における基幹的システムに関

して、ランドスケープ図を用いて概略を説明し

た。また、各システムの導入事例を例示し、業

務効率改善や品質向上、DI 向上等の潜在的

なメリットを典型例として提示した。 

それらの基幹的システムは、医薬品製造業

者において DX 化を推進する上での前提条件

とも言えるものであり、DI や製品品質システム

の継続的改善の観点からも導入のメリットがあ

る。一方で、それらのシステムの導入コストは

高額になる傾向があり、財務基盤の弱さや、知

識、経験の乏しさから、積極的な投資に結び

つかず、結果としてシステム刷新や業務改革

が推進されない傾向があるのではないかと推

察された。 

次年度は、成熟度レベル 2以上の事例を中

心に、引き続き事例収集及び分類を進める。

つまり、単体システムの導入完了以降の応用

事例として、システム間の連携による応用や、

システム化により蓄積されるデータの活用、最

新のデジタル技術の適用事例等にも調査範

囲を広げる。 

また、現在の医薬品製造業界における成熟

度レベルや DX の取り組み状況に関して、国

内外の製造所へのヒアリングやベンチマークス

タディの参照を行う。それにより、DX 推進を阻

害する要因の特定や、その根底に存在する問

題の発見と共に、その解決に向けたより具体

的な施策の検討を行う。 

F. 健康被害情報

なし

G. 研究発表

なし

添付資料 

5-1. デジタル用語の定義 (医薬品製造業にお

けるデジタル技術活用事例集(2023年度版)向

け) 

5-2. 医薬品製造業におけるデジタル技術活

用事例集(2023年度版) 
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厚生労働行政推進調査事業費補助金 

医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業 

医薬品製造業者等における品質問題事案の発生予防 

及び品質の継続的な維持向上に向けた調査研究 

テーマ 5 デジタルを活用した効率的かつ効果的な品質管理方法の検討

分担研究報告 添付資料 5-1 

デジタル用語の定義 

医薬品製造業におけるデジタル技術活用事例集 

(2023 年度版)向け 

本用語集は、医薬品及び医療機器の製造にて一般的に使用するものとして、医薬品製造業におけるデジタル技

術活用事例集(2023 年度版)向けに研究班で定義したものである。 

このため、一般的なデジタル用語の定義と必ずしも一致するものではない。 

添付資料 5-1 
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№
 

用
語

 
説
明

 
備
考

 

1
 

デ
ジ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョン

(d
ig

iti
za

ti
o

n
) 

ア
ナ
ロ
グ
・
物
理
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
。

出
典

: D
X
レ
ポ
ー
ト
２

 

（
経
済
産
業
省
、
令
和

2
年

1
2⽉

28
⽇
）

 

2
 

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョン

(d
ig

it
al

iz
ati

o
n

) 

個
別
の
業
務
・
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
。

 
出
典

: D
X
レ
ポ
ー
ト
２

 

（
経
済
産
業
省
、
令
和

2
年

1
2⽉

28
⽇
）

 

3
 

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン

 (
d

ig
it

al

tr
an

sf
o

rm
ati

o
n

)

織
横
断

/全
体
の
業
務
・製

造
プ
ロ
セ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
“顧
客
起
点
の
価
値
創
出
”の
た
め
の
事
業
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
⾰
。

 

出
典

: D
X
レ
ポ
ー
ト
２

 

（
経
済
産
業
省
、
令
和

2
年

1
2⽉

28
⽇
）

 

4
 

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

(D
ig

it
al

 

Tw
in

) 

現
実
世
界
か
ら
集
め
た
デ
ー
タ
を
基
に
デ
ジ
タ
ル
な
仮
想
空
間
上
に
双
子
（
ツ
イ
ン
）
を
構
築
し
、
様
々
な

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョン
を
行
う
技
術
。

出
典

: 
総
務
省

 令
和
５
年
版
情
報
通
信

白
書

 

5
 

メ
タ
バ
ー
ス

ユ
ー
ザ
ー
間
で
“コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
”が
可
能
な
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
ア
ク
セ
ス
で
き

る
、
仮
想
的
な
デ
ジ
タ
ル
空
間
。

 

出
典

: 
総
務
省
「

W
eb

3
時
代
に
向
け
た
メ
タ

バ
ー
ス
等
の
利
活
用
に
関
す
る
研
究
会
」
中

間
と
り
ま
と
め

 

6
 

V
R

 (
V

ir
tu

al
 R

ea
lit

y)
 

仮
想
現
実
と
も
い
う
。

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
仮
想
的
な
空
間
に
お
い
て
、
あ
た
か
も
現
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
仕
組
み
。

 

7
 

A
R

 (
A

u
gm

en
te

d
 

R
ea

lit
y)

 
拡
張
現
実
と
も
い
う
。

 

現
実
の
映
像
に
対
し
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
視
覚
的
に
現
実
を
拡
張
し
て
い
く仕

組
み
。

 

8
 

M
R

 (
M

ix
ed

 R
ea

lit
y)

 
複
合
現
実
と
も
い
う
。

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
仮
想
的
な
空
間
へ
現
実
の
情
報
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
融
合

す
る
仕
組
み
。

 

9
 

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
こ
と
を
い
う
。

利
用
形
態
に
よ
っ
て
、

Sa
aS

(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

)、
P

aa
S(
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
経
由
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
実
行
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

)、
Ia

aS
(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

)に
分
類
さ
れ
る
。

1
0 

ホ
ス
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
内
に
サ
ー
バ
を
設
置
し
て
、
貸
出
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。

1
1 

オ
ン
プ
レ
ミ
ス

 
自
社
施
設
内
に
サ
ー
バ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
、
運
用
す
る
こ
と
を
い
う
。
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№
 

用
語

 
説
明

 
備
考

 

1
2 

マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
デ
ー
タ
処
理
を
行
う
た
め
に
設
定
す
る
、
基
本
的
な
デ
ー
タ
の
こ
と
を
い
う
。

 

1
3 

ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョン
デ
ー
タ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
処
理
し
た
デ
ー
タ
の
こ
と
を
い
う
。

 

1
4 

ER
P 

(E
n

te
rp

ri
se

 
R

es
o

u
rc

e 
P

la
n

n
in

g)
 

企
業
資
源
計
画
。

 

企
業
に
お
け
る
経
営
資
源
を
統
合
す
る
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
。
製
造
領
域
で
は
、
生
産
計
画
に
基
づ
い

た
、
所
要
量
計
算
、
原
材
料
の
購
買
発
注
、
在
庫
管
理
、
製
造
指
図
と
製
造
管
理
、
品
質
管
理
、
出

荷
管
理
を
行
う
。
そ
の
他
、
原
価
管
理
や
人
員
管
理
等
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
利
用
に
よ
り
、
企
業
経
営
の
資
源

を
管
理
す
る
。

M
ES
や

LI
M

S、
Q

EM
S
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
よ
り
、
他
シ
ス
テ
ム
と
の
業
務
連
携
も
可

能
。

 

1
5 

M
ES

 (
M

an
u

fa
ct

u
ri

n
g 

Ex
ec

u
ti

o
n

 S
ys

te
m

) 
製
造
実
行
シ
ス
テ
ム
。

 

製
造
指
図
管
理
、
在
庫
管
理
、
お
よ
び
原
材
料
や
製
品
の
搬
送
管
理
を
行
う
。
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
の
設
定

に
応
じ
て
、
シ
ス
テ
ム
運
用
、
画
面
、
帳
票
の
設
計
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画
お
よ
び
記
録
に
対
し
て
、

電
子
的
な
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
よ
る
照
査
・
承
認
と
保
管
を
行
う
。
こ
の
こ
と
と
製
造
時
に
お
け
る
作
業
ガ
イ
ダ
ン

ス
へ
の
入
力
確
認

(投
入
品
正
誤
、
投
入
数
量
、
秤
取
量
、
出
来
高
数
量
、
作
業
順
序
、
判
定
基
準
、

入
力
漏
れ
有
無
等

)に
て
、
製
造
指
図
管
理
に
お
け
る

EB
R
化
が
可
能
と
な
る
。

1
6 

SC
A

D
A

 (
Su

p
er

vi
so

ry
 

C
o

n
tr

o
l a

n
d

 D
at

a 
A

cq
u

is
iti

o
n

) 

監
視
制
御
と
デ
ー
タ
収
集
シ
ス
テ
ム
。

 

P
LC
や

P
C
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
取
集
、
デ
ー
タ
保
管
、
収
集
デ
ー
タ
の
ト
レ
ン
ド
表
示
や
ア
ラ
ー
ム
等

を
含
む
デ
ー
タ
監
視
、
お
よ
び
論
理
回
路
に
よ
る
制
御
信
号
出
力
が
で
き
る
。

 

1
7 

EM
S 

(E
n

vi
ro

n
m

en
t 

M
o

n
it

o
ri

n
g 

Sy
st

em
) 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
。

 

作
業
室
、
試
験
室
、
保
管
場
所
等
を
対
象
に
、
温
湿
度
、
室
間
差
圧
、
浮
遊
塵
埃
等
を
連
続
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
記
録
を
行
い
、
設
定
し
た
判
定
基
準
に
応
じ
て
ア
ラ
ー
ム
を
発
報
す
る
。

1
8 

LI
M

S 
(L

ab
o

ra
to

ry
 

In
fo

rm
ati

o
n

 
M

an
ag

em
en

t 
Sy

st
em

) 

試
験
室
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
。

 

試
験
指
図
管
理
、
サ
ン
プ
ル

(検
体

)に
対
す
る
試
験
検
査
の
計
画
と
管
理
、
試
験
デ
ー
タ
記
録
、
お
よ
び

試
験
機
器
の
管
理
を
行
う
。
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
の
設
定
に
応
じ
て
、
シ
ス
テ
ム
運
用
、
画
面
、
帳
票
の
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画
お
よ
び
記
録
に
対
し
て
、
電
子
的
な
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
よ
る
照
査
・承

認
と
保

管
を
行
う
。

 

1
9 

D
M

S 
(D

o
cu

m
en

t 
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
。
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№
 

用
語

 
説
明

 
備
考

 

M
an

ag
em

en
t 

Sy
st

em
) 

手
順
書
、
様
式
、
計
画
書
／
報
告
書
等
の
文
書
に
つ
い
て
、
電
子
的
な
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
よ
る
照
査
・
承

認
と
保
管
が
で
き
、
保
管
文
書
を
対
象
と
し
た
検
索
、
版
管
理
、
有
効
期
限
管
理
が
で
き
る
。

 

2
0 

LM
S 

(L
ea

rn
in

g 
M

an
ag

em
en

t 
Sy

st
em

) 

教
育
訓
練
管
理
シ
ス
テ
ム
。

 

職
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
計
画
を
策
定
、
実
施
、
記
録
、
進
捗
を
管
理
す
る
。
教
育
訓
練
内
容
は
、
職

務
記
述
書
に
従
っ
た
設
定
、
任
意
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
定
期
教
育
、
ま
た
は
不
定
期
教
育
等
、
状
況
に
応
じ

た
設
定
が
で
き
、
教
育
訓
練
資
料
は
文
書
、
ス
ラ
イ
ド
、
動
画
等
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
受
講
内
容
や
理

解
度
評
価
結
果
か
ら
資
格
認
定
も
で
き
る
。

 

2
1 

Q
EM

S 
(Q

u
al

it
y 

Ev
en

t 
M

an
ag

em
en

t 
Sy

st
em

) 

品
質
イ
ベ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
。

 

逸
脱
、
変
更
、
自
己
点
検
や
査
察

/監
査
の

C
A

PA
、
品
質
情
報
等
の
品
質
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
起
案
、

実
施
項
目
策
定
、
有
効
性
評
価
、
進
捗
と
期
限
管
理
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
よ
る
照
査
と
承
認
、
関
連
文
書

の
一
元
管
理
、
お
よ
び
検
索
等
を
電
子
的
に
行
う
。

 

2
2 

R
IM

S 
(R

eg
u

la
to

ry
 

In
fo

rm
ati

o
n

 
M

an
ag

em
en

t 
Sy

st
em

) 

薬
事
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
。

 

申
請
文
書
管
理
、
承
認
情
報
管
理
、
申
請
文
書
の
ア
ー
カ
イ
ブ
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
が
可
能
。

 

2
3 

EB
R

 (
El

ec
tr

o
n

ic
 

B
at

ch
 R

ec
o

rd
) 

電
子
製
造
指
図
記
録
書
。

 

M
ES
等
を
利
用
し
て
、
予
め
電
子
化
し
て
い
る

M
as

te
r 

B
at

ch
 R

ec
o

rd
 (
製
造
指
図
記
録
書
原
本

) 
か

ら
ロ
ッ
ト
毎
に
発
行
す
る
電
子
製
造
指
図
に
従
い
、
投
入
数
量
や
出
来
高
数
量
を
含
む
製
造
実
績
を
入

力
し
て
電
子
製
造
指
図
記
録
書
を
発
行
す
る
。

 

2
4 

O
EE

 (
O

ve
ra

ll 
Eq

u
ip

m
en

t 
Eff

ec
ti

ve
n

es
s)

 

総
合
設
備
効
率
。
生
産
設
備
の
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
指
標
で
、
稼
働
率
、
性
能
、
品
質
に

よ
り
算
出
・決

定
さ
れ
る

 

2
5 

P
LC

 (
P

ro
gr

am
m

ab
le

 
Lo

gi
c 

C
o

n
tr

o
lle

r)
 

主
に
製
造
業
の
装
置
な
ど
の
制
御
に
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
、
入
力
機
器
か
ら
の
信
号
を
取
り
込
み
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
様
々
な
逐
次
処
理
（
シ
ー
ケ
ン
ス
処
理
）
が
行
わ
れ
、
信
号
を
出
力
す
る
こ
と
で
出

力
機
器
を
制
御
す
る
。
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厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
金

医
薬
品
・医
療
機
器
等
レ
ギ
ュラ
トリ
ー
サ
イエ
ン
ス
政
策
研
究
事
業

医
薬
品
製
造
業
者
等
に
お
け
る
品
質
問
題
事
案
の
発
生
予
防

及
び
品
質
の
継
続
的
な
維
持
向
上
に
向
け
た
調
査
研
究

テ
ー
マ

5
デ
ジ
タル
を
活
用
した
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
品
質
管
理
方
法
の
検
討

分
担
研
究
報
告

添
付
資
料

5-
2

医
薬
品
製
造
業
に
お
け
る
デ
ジ
タル
技
術
活
用
事
例
集

(2
02

3年
度
版

)

1

添
付
資
料

5-
2
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医
薬
品
製
造
業
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
事
例
集

(2
02

3年
度
版

)
活
動
目
的


医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
の
意
思
決
定
者
に
対
し
、
品
質
保
証
、
品
質
向
上
、
生
産
性
向
上
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
業
界
に
お
け
る

DX
化
促
進
に
つ
な
げ
る
。


既
に

IT
シ
ス
テ
ム
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る
会
社
の
利
用
者
や
管
理
者
に
対
し
、
デ
ー
タ
や
技
術
の
活
用
、
応
用
事
例
を
通
じ
て
、
業
務
最
適
化
の
ア
イ
デ
ア
を
提
供
す
る
。

特
に
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
な
い
会
社
を
中
心
に
、
製
薬
業
で
製
造
や
品
質
管
理
に
関
与
す
る
方
が
他
を
想
定
読
者
と
し
、
成
熟
度
レ
ベ
ル

1か
ら

2を
目
指
す
事
例

を
収
集
、
分
類
し
た
。
以
下
に
記
載
し
た
、
医
薬
品
製
造
業
に
お
け
る
基
幹
的
な
シ
ス
テ
ム
を
取
り
上
げ
、
導
入
の
効
果
や
将
来
的
な
活
用
、
応
用
の
可
能
性
を
紹
介
し
た
。

20
23
年
度
版
事
例
集

作
成
の
ね
ら
い

領
域

製
造
供
給

品
質
管
理

品
質
保
証

コ
ン
テ
ン
ツ

対
象
シ
ス
テ
ム

M
ES

LI
M

S

DM
S

Q
EM

S

*D
oc

um
en

t M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m

*Q
ua

lit
y 

Ev
en

t M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m

LM
S

*L
ea

rn
in

g 
M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

SC
AD

A

EM
S

*E
nv

iro
nm

en
t M

on
ito

rin
g 

Sy
st

em

RI
M

S
*R

eg
ul

at
or

y 
In

fo
rm

at
io

n
M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

概
要

紙
で
運
用
さ
れ
て
い
る
大
量
の
製
造
指
図
記
録
書
マ
ス
タ
ー
及
び
製
造
記
録
が
電
子
化
さ
れ
、

Q
Aレ
ビ
ュ
ー
含
め
た
事
務
負
荷
が
軽
減
。
記
録
差
し

戻
し
回
数
も
減
少
し
、
出
荷
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
。

DI
、
品
質
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
も
向
上
。
記
録
の
電
子
化
に
よ
り
、
製
造
デ
ー
タ
の
利
活
用
（
ト

レ
ン
ド
分
析
、

PQ
R、
収
率
・
生
産
性
向
上
）
も
促
進
さ
れ
る
。

現
場
外
か
ら
製
造
設
備
の
運
転
状
況
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
視
が
可
能
と
な
り
、
現
場
管
理
者
の
業
務
効
率
が
向
上
。
チ
ャ
ー
ト
紙
式
の
記
録
計
が
不
要

と
な
り
、
プ
ロ
セ
ス
デ
ー
タ
の
常
時
収
集
が
可
能
。
滅
菌
記
録
作
成
時
の
チ
ャ
ー
ト
分
析
、
添
付
も
省
略
可
能
。
レ
シ
ピ
管
理
、
ユ
ー
ザ
ー
認
証
機
能

と
合
わ
せ
、

DI
、
品
質
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
向
上
。
プ
ロ
セ
ス
デ
ー
タ
の
電
子
化
に
よ
り
、
デ
ー
タ
利
活
用
も
推
進
さ
れ
る
。

温
湿
度
や
差
圧
等
、
医
薬
品
製
造
施
設
の
製
造
環
境
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
の
管
理
を
電
子
化
、
自
動
化
、
省
力
化
可
能
。

紙
で
運
用
さ
れ
て
い
る
大
量
の
試
験
指
図
記
録
書
マ
ス
タ
ー
及
び
試
験
記
録
が
電
子
化
さ
れ
、

Q
Aレ
ビ
ュ
ー
含
め
た
事
務
負
荷
が
軽
減
。
製
造
指
図

連
携
に
よ
り
検
体
採
取
指
図
も
自
動
発
行
さ
れ
、
採
取
忘
れ
等
の
ミ
ス
を
防
止
。

DI
、
品
質
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
も
向
上
。
試
験
結
果
は
、

LI
M

S内
も

し
く
は
他
シ
ス
テ
ム
へ
自
動
転
記
で
き
、
出
荷
判
定
や

CO
Aの
電
子
発
行
が
可
能
と
な
る
。
品
質
ト
レ
ン
ド
分
析
も
容
易
と
な
る
。

GM
P文
書
の
版
管
理
、
正
版
管
理
、
承
認
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
業
務
負
荷
を
軽
減
し
、
全
て
の
従
業
員
が
常
に
最
新
版
の
文
書
に
電
子
的
に
ア
ク
セ
ス
可

能
と
な
る
。

各
従
業
員
に
対
し
て
、
職
務
記
述
書
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
、
電
子
的
に
教
育
資
料
を
配
信
す
る
こ
と
で
、
受
講
管
理

や
適
格
性
評
価
が
可
能
。
双
方
向
性
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
、
効
果
測
定
用
ク
イ
ズ
の
作
成
な
ど
、
よ
り
質
が
高
く
効
果
的
な
教
育
が
可
能
。

テ
ン
プ
レ
ー
ト
化
さ
れ
た
入
力
様
式
を
用
い
て
逸
脱
、

CA
PA
、
変
更
管
理
、
品
質
情
報
等
の
品
質
イ
ベ
ン
ト
を
一
元
的
に
電
子
管
理
可
能
。

ER
Pや

M
ES
と
の
連
携
に
よ
る
出
荷
歯
止
め
に
よ
り
、
各
種
品
質
イ
ベ
ン
ト
の
該
当
ロ
ッ
ト
の
誤
出
荷
を
防
止
可
能
。
情
報
が
電
子
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
類

似
案
件
の
検
索
が
容
易
。

シ
ス
テ
ム
上
で
各
国
向
け
の
承
認
申
請
情
報
を
格
納
し
、
当
局
申
請
の
た
め
の
社
内
稟
議
が
行
え
る
。
情
報
が
電
子
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
全
て
の
従

業
員
が
常
に
最
新
版
の
文
書
に
電
子
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
る
。

Bi
oP

ho
ru

m
が
提
唱
す
る

“D
ig

ita
l P

la
nt

 M
at

ur
ity

 M
od

el
 

3.
0”
を
掲
載
し
た
。

各
シ
ス
テ
ム
の
導
入
事
例
紹
介

を
作
成
し
、
該
当
す
る
成
熟
度

レ
ベ
ル
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。

左
記
に
示
す
基
幹
的
な
シ
ス
テ

ム
の
全
体
像
を
示
し
、
各
シ
ス

テ
ム
が
担
う
業
務
ス
コ
ー
プ
の

典
型
例
を
示
し
た
。

1 2
事
例
集

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

2
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原
薬
・
製
剤
工
場
に
お
け
る
業
務
と

IT
シ
ス
テ
ム
概
観
（
物
理
配
置
優
先
）

建
物
－
業
務
－
シ
ス
テ
ム
の
順
で
階
層
化

倉
庫 原
材
料
受
入

在
庫
管
理

Q
C検
体
取
得

製
品
出
荷

文
書
作
成
・
管
理

イ
ベ
ン
ト
管
理

教
育
訓
練
管
理

ER
P

M
ES

ER
P

M
ES

ER
P

M
ES

ER
P

M
ES

Q
EM

S

DM
S

LM
S

環
境
管
理

EM
S

製
造
建
屋

製
造

工
程
内
検
査

Q
C検
体
取
得

製
造
指
図

M
ES

SC
AD

A

M
ES

M
ES

ER
P

M
ES

文
書
作
成
・
管
理

イ
ベ
ン
ト
管
理

教
育
訓
練
管
理

Q
EM

S

DM
S

LM
S

環
境
管
理

EM
S

試
験
室

Q
C検
体
受
入

入
・
出
荷
試
験

適
否
判
定

成
績
書
発
行 ER

P

LI
M

S

LI
M

S

LI
M

S

LI
M

S

文
書
作
成
・
管
理

イ
ベ
ン
ト
管
理

教
育
訓
練
管
理

Q
EM

S

DM
S

LM
S

環
境
管
理

EM
S

品
質
保
証

帳
票
類
発
行

レ
ビ
ュ
ー

出
荷
承
認

DM
S

M
ES

LI
M

S

EQ
M

S

M
ES

ER
P

文
書
作
成
・
管
理

イ
ベ
ン
ト
管
理

教
育
訓
練
管
理

Q
EM

S

DM
S

LM
S

生
産
管
理

生
産
計
画

在
庫
管
理

文
書
作
成
・
管
理

イ
ベ
ン
ト
管
理

教
育
訓
練
管
理

ER
P

ER
P

M
ES

Q
EM

S

DM
S

LM
S

3

En
te

rp
ris

e 
Re

so
ur

ce
 P

la
nn

in
g

企
業
資
源
計
画
、
基
幹
シ
ス
テ
ム

ER
P

M
ES

SC
AD

A

LI
M

S

EM
S

DM
S

LM
S

Q
EM

S

M
an

uf
ac

tu
rin

g E
xe

cu
tio

n 
Sy

st
em

製
造
実
行
シ
ス
テ
ム

Su
pe

rv
iso

ry
 C

on
tr

ol
 a

nd
 D

at
a 

Ac
qu

isi
tio

n
生
産
制
御
シ
ス
テ
ム

La
bo

ra
to

ry
 In

fo
rm

at
io

n 
M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

試
験
室
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

En
vi

ro
nm

en
t M

on
ito

rin
g 

Sy
st

em
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

Do
cu

m
en

t M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

Le
ar

ni
ng

 M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
教
育
管
理
シ
ス
テ
ム

Q
ua

lit
y 

Ev
en

t M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
品
質
イ
ベ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム

凡
例
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原
薬
・
製
剤
工
場
に
お
け
る
業
務
と

IT
シ
ス
テ
ム
概
観
（
モ
ノ
の
流
れ
優
先
）

建
物
－
業
務
－
シ
ス
テ
ム
の
順
で
階
層
化
・
モ
ノ
の
流
れ
に
沿
い
配
置

試
験
室

製
造
建
屋

製
造

工
程
内
検
査

Q
C検
体
取
得

製
造
指
図

M
ES

SC
AD

A

M
ES 環
境
管
理

EM
S

中
間
体

中
間
製
品 ER

P
M

ES

M
ES

文
書
作
成
・
管
理

DM
S

イ
ベ
ン
ト
管
理

Q
EM

S

教
育
訓
練
管
理

LM
S

倉
庫

Q
C検
体
受
入

入
・
出
荷
試
験

適
否
判
定

成
績
書
発
行 ER

P
LI

M
S

LI
M

S
LI

M
S

LI
M

S

環
境
管
理

EM
S

原
材
料

原
薬

製
品

原
材
料
受
入

Q
C検
体
取
得

ER
P

M
ES

ER
P

M
ES

環
境
管
理

EM
S

在
庫
管
理

ER
P

M
ES

生
産
管
理

生
産
計
画

在
庫
管
理

文
書
作
成
・
管
理

イ
ベ
ン
ト
管
理

教
育
訓
練
管
理

ER
P

ER
P

M
ES

Q
EM

S

DM
S

LM
S

文
書
作
成
・
管
理

DM
S

教
育
訓
練
管
理

LM
S

イ
ベ
ン
ト
管
理

Q
EM

S

製
品
出
荷

ER
P

M
ES

文
書
作
成
・
管
理

イ
ベ
ン
ト
管
理

教
育
訓
練
管
理

Q
EM

S

DM
S

LM
S

帳
票
類
発
行

レ
ビ
ュ
ー

出
荷
承
認

DM
S

M
ES

LI
M

S

Q
EM

S

M
ES

ER
P

文
書
作
成
・
管
理

イ
ベ
ン
ト
管
理

Q
EM

S

DM
S

教
育
訓
練
管
理

LM
S

品
質
保
証

4

En
te

rp
ris

e 
Re

so
ur

ce
 P

la
nn

in
g

企
業
資
源
計
画
、
基
幹
シ
ス
テ
ム

ER
P

M
ES

SC
AD

A

LI
M

S

EM
S

DM
S

LM
S

Q
EM

S

M
an

uf
ac

tu
rin

g E
xe

cu
tio

n 
Sy

st
em

製
造
実
行
シ
ス
テ
ム

Su
pe

rv
iso

ry
 C

on
tr

ol
 a

nd
 D

at
a 

Ac
qu

isi
tio

n
生
産
制
御
シ
ス
テ
ム

La
bo

ra
to

ry
 In

fo
rm

at
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n 
M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

試
験
室
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

En
vi

ro
nm

en
t M

on
ito

rin
g 

Sy
st

em
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

Do
cu

m
en

t M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

Le
ar

ni
ng

 M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
教
育
管
理
シ
ス
テ
ム

Q
ua

lit
y 

Ev
en

t M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
品
質
イ
ベ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム

凡
例
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原
薬
・
製
剤
工
場
に
お
け
る
業
務
と

IT
シ
ス
テ
ム
概
観
（
シ
ス
テ
ム
優
先
）

(1
/3

)
シ
ス
テ
ム
－
建
物
－
業
務
の
順
で
階
層
化 M

ES
ER

P

倉
庫 原
材
料
受
入

在
庫
管
理

Q
C検
体
取
得

製
品
出
荷

製
造
建
屋

Q
C検
体
取
得

試
験
室

成
績
書
発
行

倉
庫 原
材
料
受
入

在
庫
管
理

Q
C検
体
取
得

製
品
出
荷

製
造
建
屋

製
造

製
造
指
図

品
質
保
証

品
質
保
証

レ
ビ
ュ
ー

出
荷
承
認

工
程
内
検
査

Q
C検
体
取
得

出
荷
承
認

生
産
管
理

生
産
計
画

在
庫
管
理

生
産
管
理

在
庫
管
理

5

En
te

rp
ris

e 
Re

so
ur

ce
 P

la
nn

in
g

企
業
資
源
計
画
、
基
幹
シ
ス
テ
ム

ER
P

M
ES

SC
AD

A

LI
M

S

EM
S

DM
S

LM
S

Q
EM

S

M
an

uf
ac

tu
rin

g E
xe

cu
tio

n 
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st
em

製
造
実
行
シ
ス
テ
ム

Su
pe
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a 
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qu
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n
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産
制
御
シ
ス
テ
ム
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t S
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m

試
験
室
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
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st
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環
境
モ
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タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

Do
cu

m
en

t M
an

ag
em

en
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文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
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ar
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ng

 M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
教
育
管
理
シ
ス
テ
ム
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質
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ベ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム

凡
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原
薬
・
製
剤
工
場
に
お
け
る
業
務
と

IT
シ
ス
テ
ム
概
観
（
シ
ス
テ
ム
優
先
）

(2
/3

)
シ
ス
テ
ム
－
建
物
－
業
務
の
順
で
階
層
化

LI
M

S 試
験
室

品
質
保
証

レ
ビ
ュ
ー

試
験
指
図

Q
Cサ
ン
プ
ル

取
得

入
・
出
荷
試
験

適
否
判
定

成
績
書
発
行

SC
AD

A

製
造
建
屋

製
造

EM
S 倉
庫 環
境
管
理

製
造
建
屋

環
境
管
理

試
験
室
環
境
管
理

6

En
te

rp
ris

e 
Re

so
ur

ce
 P

la
nn

in
g

企
業
資
源
計
画
、
基
幹
シ
ス
テ
ム

ER
P

M
ES

SC
AD

A

LI
M

S

EM
S

DM
S

LM
S

Q
EM

S

M
an

uf
ac

tu
rin

g E
xe

cu
tio

n 
Sy

st
em

製
造
実
行
シ
ス
テ
ム

Su
pe

rv
iso

ry
 C

on
tr

ol
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nd
 D

at
a 

Ac
qu
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tio

n
生
産
制
御
シ
ス
テ
ム
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bo
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ry
 In
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rm

at
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n 
M

an
ag
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en

t S
ys

te
m

試
験
室
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

En
vi

ro
nm

en
t M

on
ito
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g 

Sy
st

em
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

Do
cu

m
en

t M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

Le
ar

ni
ng

 M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
教
育
管
理
シ
ス
テ
ム

Q
ua

lit
y 

Ev
en

t M
an

ag
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en
t S

ys
te

m
品
質
イ
ベ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム

凡
例
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原
薬
・
製
剤
工
場
に
お
け
る
業
務
と

IT
シ
ス
テ
ム
概
観
（
シ
ス
テ
ム
優
先
）

(3
/3

)
シ
ス
テ
ム
－
建
物
－
業
務
の
順
で
階
層
化

DM
S 倉
庫

文
書
作
成
・
管
理

製
造
建
屋

文
書
作
成
・
管
理

試
験
室

文
書
作
成
・
管
理

品
質
保
証

文
書
作
成
・
管
理

帳
票
類
発
行

EQ
M

S

倉
庫 イ
ベ
ン
ト
管
理

製
造
建
屋

イ
ベ
ン
ト
管
理

試
験
室

イ
ベ
ン
ト
管
理

品
質
保
証

イ
ベ
ン
ト
管
理

レ
ビ
ュ
ー

LM
S 倉
庫 教
育
訓
練
管
理

製
造
建
屋

教
育
訓
練
管
理

試
験
室

教
育
訓
練
管
理

品
質
保
証

教
育
訓
練
管
理

生
産
管
理

文
書
作
成
・
管
理

生
産
管
理

イ
ベ
ン
ト
管
理

生
産
管
理

教
育
訓
練
管
理
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シ
ス
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理
シ
ス
テ
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lit
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質
イ
ベ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
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00
1

M
ES
（
製
造
実
行
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入


紙
を
基
本
と
す
る
業
務
プ
ロ
セ
ス


主
に
人
手
に
頼
っ
た
手
動
業
務


低
い
自
動
化
レ
ベ
ル


基
本
的
な

PL
C制
御


ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ー
ン
で
、

連
携
は
最
小
限


主
に
事
後
保
全
で
問
題
対
処
に
追
わ
れ
る


光
熱
費
の
費
用
は
人
の
手
で
処
理
さ
れ
る

00
2

SC
AD

Aの
導
入

00
3

EM
S（
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

（
試
験
室
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

00
5

DM
S（
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

00
6

Q
EM

S（
品
質
イ
ベ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

00
7

LM
S（
教
育
訓
練
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

00
8

RI
M

S（
承
認
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

) 
導
入
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題
名

現
状
と
課
題

ゴ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ

投
資
対
効
果
算
出
例

導
入
時
の
留
意
事
項

ス
ト
ー
リ
ー

概 算 コ ス ト 前 提 条 件

必
要
リ
ソ
ー
ス
（
参
考
情
報
）

成
熟
度

業
務
領
域

1
2

3
4

5

番
号

##
#

事
例
集
様
式
の
説
明

各
事
例
の
該
当
す
る
業
務
領
域
を
示
す

：
生
産
管
理

：
倉
庫

：
製
造

：
Q

C
：

Q
A

事
例
集
の
通
し
番
号

事
例
の
タ
イ
ト
ル

各
事
例
の
適
用
前
に
存
在
す
る

典
型
的
な
業
務
課
題

各
事
例
の
適
用
後
の

目
指
す
姿

更
な
る
応
用
の
ア
イ
デ
ア
・
可
能
性

各
事
例
の
導
入
に
必
要
な

概
算
コ
ス
ト
と
そ
の
前
提
条
件

各
事
例
の
導
入
や
検
討
際
し
て
の

留
意
事
項

各
事
例
の
導
入
ス
ト
ー
リ
ー

各
事
例
の
導
入
に
あ
た
っ
て
の

投
資
効
果
算
出
例

10

戻
る

各
事
例
の
適
用
前
後
に

該
当
す
る
成
熟
度
レ
ベ
ル

379



題
名

現
状
と
課
題

ゴ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ

•
製
造
記
録
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、

Q
Aレ
ビ
ュ
ー
工
数
削
減

•
製
造
記
録
デ
ー
タ
利
用
時
の
デ
ー
タ
転
記
工
数
削
減

•
紙
媒
体
管
理
工
数
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
削
減

•
原
材
料
取
り
違
え
、
計
算
間
違
い
、
記
録
不
備
に
よ
る
ロ
ス
削
減

•
査
察
対
応
工
数
削
減
、

DI
向
上

投
資
対
効
果
算
出
例

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
、
体
制

費
用
対
効
果
の
算
出
、
導
入
体
制
の
構
築
、
工
程
管
理
、
課
題
管
理
な

ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
基
盤
が
重
要
と
な
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務

と
ル
ー
チ
ン
業
務
を
兼
務
す
る
場
合
、
業
務
割
り
振
り
等
で
の
配
慮
が

必
要
と
な
る
。

•
業
務
分
析

既
存
の
業
務
を
分
析
し
、
シ
ス
テ
ム
化
を
見
越
し
て
最
適
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
会
社
組
織
体
制
の
変
更
を
伴
う
場
合
も
あ
る
。
業
務
や
運
用

を
柔
軟
に
変
革
し
、
シ
ス
テ
ム
開
発
要
素
は
可
能
な
限
り
少
な
く
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

•
ス
コ
ー
プ
管
理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
期
で
の
追
加
要
件
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
納
期

や
費
用
の
順
守
に
繋
が
る
。

M
ES
に
対
す
る
過
度
な
期
待
は
禁
物
で
あ

る
。
製
造
付
帯
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
に
あ
た
り
、

M
ES
を
用
い
る
こ
と

が
常
に
最
適
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

•
他
シ
ス
テ
ム
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
設
計
、
構
築

同
時
に
も
し
く
は
将
来
的
に

SC
AD

A、
LI

M
S、

ER
P等
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
を
導
入
す
る
場
合
、
技
術
的
に
最
適
な
選
択
肢
を
適
用
す
る
。

ま
た
、
他
シ
ス
テ
ム
連
携
を
前
提
と
し
た

M
ES
の
業
務
ス
コ
ー
プ
設
定

が
重
要
と
な
る
。

•
運
用
体
制

運
用
開
始
後
の
シ
ス
テ
ム
及
び
マ
ス
タ
デ
ー
タ
の
保
守
体
制
を
協
議
し
、

担
当
部
門
や
担
当
者
の
リ
ソ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
マ
ス
タ
デ
ー
タ
担
当

者
は
専
任
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

導
入
時
の
留
意
事
項

A社
で
は
長
年

M
BR
を

Ex
ce

lで
作
成
し
、
承
認
さ
れ
た
紙
媒
体
を
複
写
し

て
製
造
指
図
及
び
記
録
に
用
い
て
き
た
。
そ
の
数
は

10
0文
書
に
及
び
、
全

工
程
に
共
通
す
る
作
業
手
順
に
変
更
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
れ
ら
全
て
を

改
訂
す
る
必
要
が
あ
り
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
製
造
実

績
は
手
書
き
の
記
録
で
残
さ
れ
る
た
め
、
デ
ー
タ
の
正
確
性
や
完
全
性
に

関
わ
る
逸
脱
が
継
続
的
に
発
生
す
る
と
と
も
に
、
製
造
実
績
の
ト
レ
ン
ド

解
析
や
工
程
異
常
発
生
時
の
原
因
分
析
に
も
時
間
を
要
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、

A社
は

M
ES
の
導
入
を
決
定
し
た
。

導
入
に
あ
た
っ
て
、
経
験
豊
富
な

PM
を
ア
サ
イ
ン
し
、
盤
石
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
体
制
を
構
築
し
た
。
既
存
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
変
更
に
対
す
る

抵
抗
感
や
負
荷
増
大
を
懸
念
し
て
、
現
場
部
門
か
ら
は
反
発
の
声
も
多

か
っ
た
が
、
導
入
メ
リ
ッ
ト
を
根
気
強
く
説
明
す
る
と
共
に
、
運
用

フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
十
分
な
リ
ソ
ー
ス
確
保
を
確
約
す
る
こ
と
で
理
解
を

得
た
。

運
用
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
業
務
分
析
や
マ
ス
タ
デ
ー
タ
設
計
に
携
わ
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
継
続
し
て
マ
ス
タ
デ
ー
タ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

M
BR
改
訂
の
効
率
化
や

EB
Rレ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る

Q
Cチ
ェ
ッ
ク
の
廃
止
に
よ
り
、
文
書
管
理
や
記
録
管
理
の
工
数
が
約
半
減
。

製
造
実
績
が
電
子
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
デ
ー
タ
利
活
用
も
容
易

に
な
り
、
製
造
活
動
の
透
明
性
も
向
上
し
た
。
ま
た
、
不
正
や
改
ざ
ん
防

止
等
、

DI
向
上
に
も
寄
与
し
た
。ス
ト
ー
リ
ー

•
上
：

20
0百
万
円
（
接
続
端
末

10
0台
程
度
）

•
中
：

10
0百
万
円
（
接
続
端
末

50
台
程
度
）

•
下
：

70
百
万
円
（
接
続
端
末

30
台
程
度
）

概 算 コ ス ト

•
上
中
下
い
ず
れ
も
上
位
シ
ス
テ
ム
（

ER
P）
連
携
を
含
む

•
下
は
ア
ド
オ
ン
開
発
無
し
の
標
準
仕
様

•
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
（
サ
ー
バ
、

PC
、
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
、
ラ
ベ
ル

プ
リ
ン
タ
等
）
、
及
び
周
辺
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
）
の
費
用
は
別
途

前 提 条 件

必
要
リ
ソ
ー
ス
（
参
考
情
報
）

•
M

BR
 (M

as
te

r B
at

ch
 R

ec
or

d,
 製
造
指
図
記
録
書
原
本

)は
紙
媒
体
を
正

版
と
し
て
版
管
理
さ
れ
て
い
る
。
工
程
が
ほ
ぼ
同
一
な
容
量
違
い
の
製

品
も
、
全
て
異
な
る

M
BR
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
た
め
、
改
訂
時
の

抜
け
漏
れ
が
発
生
し
て
い
る
。

•
記
録
の
誤
記
や
記
録
漏
れ
に
よ
り
、
バ
ッ
チ
レ
コ
ー
ド
レ
ビ
ュ
ー
時
の

差
し
戻
し
が
高
頻
度
で
発
生
し
て
い
る
。

•
原
材
料
の
在
庫
管
理
や
搬
送
指
示
は
紙
の
帳
票
を
用
い
て
、
人
手
で
対

応
し
て
い
る
。

•
秤
量
指
図
や
含
量
補
正
の
計
算
も
人
手
で
対
応
し
て
い
る
。

•
M

BR
は

M
ES
内
で
電
子
管
理
さ
れ
る
。
工
程
の
共
通
部
分
に
関
す
る
定

義
を
一
元
管
理
し
、
多
重
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
回
避
す
る
。

•
紙
原
本
で
は
記
録
漏
れ
に
て
バ
ッ
チ
レ
コ
ー
ド
レ
ビ
ュ
ー
が
開
始
で
き

な
い
が
、

EB
R（
電
子
製
造
指
図
記
録
書
）
の
レ
ビ
ュ
ー
は

M
ES
内
で
順

次
開
始
で
き
、
記
録
に
外
れ
値
が
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

•
在
庫
管
理
や
搬
送
指
示
は
製
造
指
図
や
製
造
記
録
と
連
動
す
る
。
原
材

料
の
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
、
写
真
や

SO
Pが
参
照
可
能
な
細
や
か
な
作
業

指
示
な
ど
の
機
能
に
よ
り
、
人
為
的
ミ
ス
を
防
止
す
る
。

•
ア
ク
セ
ス
権
や
監
査
証
跡
の
管
理
に
よ
り

DI
が
確
保
さ
れ
る
。

•
ER

Pと
の
連
携
に
よ
る
、
製
造
指
図
発
行
や
原
材
料
供
給
業
務
の
電
子
化
。

•
SC

AD
Aと
の
連
携
に
よ
る
、
製
造
設
備
へ
の
運
転
レ
シ
ピ
展
開
、
実
績

値
の
取
り
込
み
、
出
来
高
計
上
の
自
動
化
。

•
製
造
設
備
の
点
検
記
録
、
ロ
グ
ブ
ッ
ク
の

Pa
pe

rle
ss
化
促
進
。

•
工
程
進
捗
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
化
。

•
製
造
記
録
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
管
理
図
等
に
よ
る
ト
レ
ン
ド
解
析
や
、

リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
等
の
業
務
効
率
化
施
策
検
討
。

M
ES
（
製
造
実
行
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

成
熟
度

業
務
領
域

1
2

3
4

5

番
号

00
1

11

戻
る

380



題
名

現
状
と
課
題

ゴ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ

•
デ
ー
タ
収
集
、
転
記
、
計
算
、
表
示
入
力
等
の
工
数
削
減

•
デ
ー
タ
の
利
活
用
時
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
準
備
の
簡
便
化

•
設
備
管
理
、
監
視
に
関
す
る
紙
記
録
の
廃
止

•
プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化
に
よ
る
判
断
の
迅
速
化

•
シ
ス
テ
ム
操
作
履
歴
の
保
持
、
自
動
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る

DI
向
上

投
資
対
効
果
算
出
例

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
、
体
制

製
造
部
門
等
の
シ
ス
テ
ム
利
用
部
門
よ
り
、
周
辺
業
務
を
熟
知
し
、
改

革
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
担
当
者
を
ア
サ
イ
ン
し
、
要
件
定
義
フ
ェ
ー
ズ

か
ら
深
く
関
与
す
る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
品
質
部
門
よ
り

DI
を
理
解

し
た
担
当
者
を
ア
サ
イ
ン
す
る
こ
と
も
重
要
。
運
用
フ
ェ
ー
ズ
移
行
後

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、

SM
Eと
し
て
運
用
管
理

を
推
進
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

•
要
件
定
義
の
実
施

シ
ス
テ
ム
の
本
質
や
標
準
機
能
を
理
解
し
た
上
で
、
自
社
の
既
存
業
務

を
改
革
し
て
適
用
す
る
た
め
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
シ
ナ
リ
オ
を
検
討
す
る
。

同
時
に
も
し
く
は
将
来
的
に

M
ES
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
導
入
す

る
場
合
、
双
方
向
の
通
信
に
よ
り
実
現
し
た
い
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
検
討

す
る
。

•
PL

C改
修
可
否
と
改
修
内
容
の
確
認

SC
AD

A配
下
に
置
か
れ
る
生
産
設
備
の

PL
Cの
改
修
や
更
新
可
否
に
よ
っ

て
、

SC
AD

Aの
シ
ス
テ
ム
要
件
に
制
約
が
発
生
す
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
初
期
段
階
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
。

•
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
対
応

既
存
の
業
務
用

IT
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
も
し
く
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

考
慮
し
た
下
層
レ
イ
ヤ
ー
の
新
設
要
否
を
検
討
す
る
。
ユ
ー
ザ
ー
認
証

機
能
を
統
合
す
る
た
め
の
ド
メ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
設
置
も
検
討
の
余

地
が
あ
る
。

導
入
時
の
留
意
事
項

A社
で
は
複
数
の
独
立
し
た
生
産
設
備
か
ら
な
る
製
造
ラ
イ
ン
を
有
す
る
。

製
造
品
目
切
り
替
え
時
に
は
、
全
て
の
生
産
設
備
を
順
番
に
操
作
し
て
運

転
レ
シ
ピ
の
設
定
変
更
を
行
っ
て
い
る
が
、
設
定
ミ
ス
が
絶
え
な
か
っ
た
。

各
設
備
の
操
作
履
歴
に
残
さ
れ
た
情
報
は
完
全
で
は
な
く
、
古
い
操
作
履

歴
は
自
動
削
除
さ
れ
て
い
た
。
各
設
備
の
プ
ロ
セ
ス
デ
ー
タ
は
、
付
帯
す

る
記
録
計
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
の
た
め
に
定
期
的

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
デ
ー
タ
を
抜
き
出
し
、
保
存
用

PC
に
転
送
が
必
要
で

あ
っ
た
。
そ
の
際
デ
ー
タ
の
誤
消
去
の
ミ
ス
も
発
生
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
課
題
解
決
及
び
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
を
目
的
と
し
、

SC
AD

Aの
導
入
を
決
定
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
が
リ
ー
ド
。
初
期
の
段
階

か
ら
、
業
務
を
熟
知
し
、
設
備
や
シ
ス
テ
ム
化
に
詳
し
い
製
造
部
門
担
当

者
を
ア
サ
イ
ン
。
ま
た
、
品
質
部
門
の

DI
担
当
者
も
ア
サ
イ
ン
し
、
要
件
定

義
を
進
め
た
。
導
入
に
際
し
て
、
将
来
的
な
製
造
系
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

見
据
え
て
、
専
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ
イ
ヤ
ー
を
構
築
し
、
ド
メ
イ
ン
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
を
設
置
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
作
業
者
は
一
つ
の
固
有
ア
カ

ウ
ン
ト
で
複
数
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
権
限
管
理
も

簡
便
化
さ
れ
た
。
導
入
後
は
、

SC
AD

Aが
製
造
管
理
や
設
備
監
視
の
中
心
的

存
在
と
な
り
、
工
程
や
設
備
ト
ラ
ブ
ル
時
の
初
動
対
応
、
原
因
調
査
な
ど

が
迅
速
か
つ
的
確
に
な
っ
た
。
監
査
証
跡
の
保
持
や
自
動
的
な
デ
ー
タ

ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
り
、

DI
の
レ
ベ
ル
も
向
上
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー

•
上
：

15
0百
万
円

•
中
：

N
/A

•
下
：

30
百
万
円

概 算 コ ス ト

•
接
続
す
る
設
備
数
、

SC
AD

Aで
管
理
す
る
タ
グ
点
数
、
及
び

SC
AD

Aで
表
示
す
る
監
視
画
面
の
作
成
数
に
大
き
く
依
存

前 提 条 件

必
要
リ
ソ
ー
ス
（
参
考
情
報
）

•
品
目
切
替
時
に
複
数
の
製
造
設
備
に
対
し
て
手
動
で
運
転
レ
シ
ピ
を
設

定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
設
定
ミ
ス
に
よ
り
誤
っ
た
運
転
条
件
で
製
造

さ
れ
た
ロ
ッ
ト
の
廃
棄
事
例
が
絶
え
な
い
。

•
設
備
デ
ー
タ
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
記
録
計
で
保
存
さ
れ
る
が
、
ア
ー
カ
イ

ブ
の
た
め
に
定
期
的
に
デ
ー
タ
の
取
り
出
し
が
必
要
。

•
稼
働
中
の
警
報
は
各
設
備
で
発
報
し
、
ロ
グ
が
残
さ
れ
る
。
警
報
の
解

除
や
内
容
確
認
は
各
設
備
の
画
面
上
で
行
い
、
最
大
保
存
件
数
を
超
え

た
ロ
グ
は
自
動
的
に
消
去
さ
れ
る
。

•
複
数
の
製
造
設
備
に
対
し
て
、

SC
AD

A上
で
の
一
度
の
操
作
で
運
転
レ

シ
ピ
が
展
開
さ
れ
る
た
め
、
設
定
ミ
ス
が
減
少
し
、
ロ
ッ
ト
廃
棄
が
減

少
す
る
。
設
備
デ
ー
タ
は

SC
AD

Aが
自
動
収
集
し
、
サ
ー
バ
上
で
保
管
、

ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
る
た
め
、
デ
ー
タ
管
理
工
数
が
削
減
さ
れ
る
。

•
各
設
備
の
稼
働
状
態
や
警
報
は
、

SC
AD

Aの
画
面
上
で
一
括
で
監
視
さ

れ
る
。
警
報
の
確
認
結
果
は
証
跡
と
共
に
自
動
保
存
さ
れ
、

DI
が
確
保

さ
れ
る
。

•
簡
単
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

/ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ト
レ
ン
ド
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、

エ
ク
ス
ポ
ー
ト
し
た
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
行
え
る
。

•
M

ES
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
構
築
に
よ
る
、
運
転
レ
シ
ピ
の
設
定
自

動
化
、
設
備
デ
ー
タ
の
製
造
記
録
へ
の
自
動
転
記
。
そ
れ
ら
に
よ
る
人

為
的
ミ
ス
や
工
数
削
減
を
実
現
。

•
複
数
の
製
造
ラ
イ
ン
の

SC
AD

Aを
統
合
し
た
上
位
に
、
履
歴
デ
ー
タ
検

索
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム

(通
称

Hi
st

or
ia

n)
を
導
入
し
、
工
場

全
体
の
生
産
状
況
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や

O
EE
解
析
を
行
う
。
可
視
化
と
解

析
に
よ
り
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
工
程
の
特
定
と
改
善
を
実
施
。

•
設
備
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
レ
プ
リ
ケ
ー
ト
、
も
し
く
は
デ
ー
タ
解

析
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
接
続
し
、
デ
ー
タ
利
活
用
を
促
進
す
る
。

SC
AD

Aの
導
入

成
熟
度

業
務
領
域

1
2

3
4

5

番
号

00
2

12

戻
る

381



題
名

現
状
と
課
題

ゴ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ

•
デ
ー
タ
収
集
、
転
記
、
計
算
、
表
示
入
力
等
の
工
数
削
減

•
デ
ー
タ
の
利
活
用
時
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
準
備
の
簡
便
化

•
環
境
デ
ー
タ
の
可
視
化
に
よ
る
判
断
の
迅
速
化

•
シ
ス
テ
ム
操
作
履
歴
の
保
持
、
自
動
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る

DI
向
上

•
環
境
管
理
に
関
す
る
紙
記
録
の
廃
止

投
資
対
効
果
算
出
例

•
要
件
定
義
の
実
施

BM
Sや

SC
AD

Aの
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
各
シ
ス
テ
ム
が
ス

コ
ー
プ
と
す
る
設
備
や
対
象
デ
ー
タ
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
（
例
：
冷
所
保
管
庫
や
恒
温
恒
湿
機
を
ど
の
シ
ス
テ
ム
ス
コ
ー

プ
に
含
め
る
か
）
。
一
般
的
に
、

GM
Pシ
ス
テ
ム
内
で
、

GM
Pと
非

G
M

P管
理
対
象
設
備
や
デ
ー
タ
を
混
在
さ
せ
る
こ
と
は
避
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
同
時
に
も
し
く
は
将
来
的
に

M
ES
や

SC
AD

Aと
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
導
入
す
る
場
合
、
双
方
向
の
通
信
に
よ
り
実
現
し
た

い
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
検
討
す
る
。

•
警
報
閾
値
の
設
定

警
報
閾
値
の
区
分
数
、
値
の
設
定
、
警
報
遅
延
時
間
の
設
定
に
お
い
て

は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
だ
け
で
な
く
、
現
場
部
門
や
プ
ロ
セ
ス

設
計
部
門
の
協
力
が
必
要
と
な
る
。
新
規
製
造
施
設
で
は
、
作
業
時

/非
作
業
時
、
設
備
稼
働
時

/非
稼
働
時
、
扉
解
放
時

/閉
止
時
等
の
各
種
条

件
下
に
お
け
る
環
境
デ
ー
タ
の
傾
向
が
掴
め
て
い
な
い
状
態
で
、
操
業

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、
過
剰
な
警
報
発
報
や
発
報
漏
れ
が
頻
発
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

•
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
対
応

既
存
の
業
務
用

IT
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
も
し
く
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

考
慮
し
た
下
層
レ
イ
ヤ
ー
の
新
設
要
否
を
検
討
す
る
。
ユ
ー
ザ
ー
認
証

機
能
を
統
合
す
る
た
め
の
ド
メ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
設
置
も
検
討
の
余

地
が
あ
る
。

導
入
時
の
留
意
事
項

A社
で
は
、
環
境
デ
ー
タ
は
空
調
設
備
に
付
帯
の
チ
ャ
ー
ト
紙
式
記
録
計

で
記
録
さ
れ
て
い
た
。
定
期
的
な
チ
ャ
ー
ト
紙
交
換
や
、
保
存
作
業
、
ま

た
、
紙
詰
ま
り
や
イ
ン
ク
切
れ
に
よ
る
記
録
の
歯
抜
け
も
発
生
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
正
式
な
環
境
デ
ー
タ
の
記
録
と
し
て
、
始
業
時
、
終
業
時
に

指
示
値
を
目
視
確
認
し
た
紙
の
記
録
を
作
成
し
、
保
管
し
て
い
た
。
警
報

発
報
時
は
、
付
帯
の
プ
リ
ン
タ
よ
り
警
報
内
容
が
出
力
さ
れ
、
担
当
者
と

責
任
者
が
署
名
の
上
、
正
式
な
記
録
と
し
て
保
管
し
て
い
た
。

Q
Aは
毎
月

こ
れ
ら
の
紙
の
記
録
を
レ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
。
直
近
で
導
入
さ
れ
た
冷
所

保
管
庫
は
、
装
置
単
独
で
温
度
管
理
が
な
さ
れ
、
独
立
し
た
警
報
発
報
装

置
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
個
別
管
理
の
集
約
化
や
紙
の
記
録
廃
止

を
目
的
と
し
て
、

EM
Sの
導
入
が
決
定
さ
れ
た
。

稼
働
開
始
直
後
は
、
警
報
発
報
が
不
安
定
で
あ
っ
た
が
、
実
運
用
に
合

わ
せ
た
適
切
な
警
報
設
定
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
不
必
要
な
警
報
の
排
除

と
、
必
要
な
警
報
の
確
実
な
発
報
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

GM
P/

非
G

M
Pの
切
り
分
け
が
曖
昧
な
計
器
や
設
備
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
を

根
拠
と
共
に
明
確
に
分
類
す
る
こ
と
で
、
査
察
時
に
明
瞭
な
説
明
が
可
能

と
な
っ
た
。

G
M

P上
重
要
な
時
系
列
デ
ー
タ
や
警
報
履
歴
は
全
て
電
子
的

に
自
動
保
存
、
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
り
、
紙
や
人
に
よ
る

デ
ー
タ
操
作
が
不
要
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
業
務
効
率
化
と
共
に
、

DI
向
上

も
実
現
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー

•
上
：

20
百
万
円

•
中
：

N
/A

•
下
：

10
百
万
円

概 算 コ ス ト

•
温
度
、
湿
度
、
差
圧
、
清
浄
度
等
の
測
定
点
数
、
及
び

EM
Sで
表

示
す
る
監
視
画
面
の
作
成
数
に
大
き
く
依
存

•
警
報
発
報
や
上
位
の
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
等
へ
の
警
報
連
携
は
別

途

前 提 条 件

必
要
リ
ソ
ー
ス
（
参
考
情
報
）

•
環
境
デ
ー
タ
（
温
度
、
湿
度
、
差
圧
、
微
粒
子
等
）
は
、
空
調
設
備
に

付
帯
す
る
チ
ャ
ー
ト
紙
式
記
録
計
で
記
録
さ
れ
、
定
期
的
に
チ
ャ
ー
ト

紙
交
換
や
保
管
作
業
が
発
生
。
紙
詰
ま
り
に
よ
る
記
録
抜
け
も
発
生
す

る
。
正
式
な
環
境
デ
ー
タ
は
、
始
業
時
、
終
業
時
に
指
示
値
を
目
視
確

認
し
た
紙
の
記
録
と
し
て
い
る
。

•
警
報
発
報
時
は
プ
リ
ン
タ
で
警
報
内
容
が
出
力
さ
れ
、
担
当
者
と
責
任

者
が
署
名
の
上
、
正
式
な
記
録
と
し
て
保
管
し
て
い
る
。

•
環
境
デ
ー
タ
は

EM
Sが
自
動
収
集
し
、
サ
ー
バ
上
で
保
管
管
理
、
ア
ー

カ
イ
ブ
化
さ
れ
る
。
全
て
の
時
系
列
デ
ー
タ
が
保
持
さ
れ
て
い
る
た
め
、

表
示
器
の
目
視
確
認
や
紙
の
記
録
は
不
要
と
な
り
、
記
録
作
成
や
レ

ビ
ュ
ー
が
簡
素
化
さ
れ
る
。

•
警
報
は
、

EM
Sの
画
面
上
で
監
視
さ
れ
る
。
警
報
の
確
認
結
果
は
証
跡

と
共
に
自
動
保
存
さ
れ
、

DI
が
確
保
さ
れ
る
。

•
リ
ア
ル
タ
イ
ム

/ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ト
レ
ン
ド
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、

エ
ク
ス
ポ
ー
ト
し
た
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
行
え
る
。

•
M

ES
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
構
築
に
よ
る
、
環
境
デ
ー
タ
の
製
造
記

録
へ
の
自
動
転
記
。

•
SC

AD
Aや

Hi
st

or
ia

nと
接
続
し
、
ト
レ
ン
ド
デ
ー
タ
表
示
を
行
う
シ
ス
テ

ム
を
一
元
化
す
る
。
製
造
記
録
デ
ー
タ
、
設
備
デ
ー
タ
、
環
境
デ
ー
タ

等
に
ま
た
が
る
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
、
収
率
改
善
や
運
転
条
件
最
適
化

検
討
を
行
う
。

•
BM

Sと
統
合
し
、
サ
イ
ト
全
体
で
監
視
・
管
理
す
る
。
用
役
系
設
備
の

稼
働
状
態
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
解
析
し
、
最
適
化
す
る
。

EM
S（
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

成
熟
度

業
務
領
域

1
2

3
4

5

番
号

00
3

13

戻
る

382



題
名

現
状
と
課
題

ゴ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ

•
試
験
記
録
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、

Q
Aレ
ビ
ュ
ー
工
数
削
減

•
試
験
記
録
デ
ー
タ
利
用
時
の
デ
ー
タ
転
記
工
数
削
減

•
紙
媒
体
管
理
工
数
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
削
減

•
試
薬
や
試
験
機
器
の
取
り
違
え
、
計
算
間
違
い
に
よ
る
ロ
ス
削
減

•
DI
向
上

投
資
対
効
果
算
出
例

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

費
用
対
効
果
の
算
出
、
導
入
体
制
の
構
築
、
工
程
管
理
、
課
題
管
理
な
ど
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
基
盤
が
重
要
と
な
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
と
ル
ー
チ
ン
業

務
を
兼
務
す
る
場
合
、
業
務
割
り
振
り
等
で
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

•
業
務
分
析
、
要
件
定
義

既
存
の
業
務
を
分
析
し
、
シ
ス
テ
ム
化
を
見
越
し
て
最
適
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

業
務
や
運
用
を
柔
軟
に
変
革
し
、
シ
ス
テ
ム
開
発
要
素
は
可
能
な
限
り
少
な
く

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

•
ス
コ
ー
プ
管
理

写
真
や
動
画
を
活
用
し
た
作
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
導
入
、
試
薬
や
分
析
機
器
へ
の

バ
ー
コ
ー
ド
管
理
の
導
入
な
ど
は
、
導
入
コ
ス
ト
や
検
討
工
数
の
増
加
に
繋
が

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
期
で
は
追
加
要
件
を
適
切
に
管
理
し
、
納
期
や
費
用
を

順
守
す
る
。

•
他
シ
ス
テ
ム
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
設
計
、
構
築

LI
M

Sは
M

ES
や

ER
Pと
の
親
和
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
同
時
に
も
し
く
は

将
来
的
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
構
築
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
シ
ス
テ
ム

連
携
を
前
提
と
し
た

LI
M

Sの
業
務
ス
コ
ー
プ
設
定
が
重
要
と
な
る
。
試
験
機
器

や
秤
量
器
、

CD
M

Sと
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
も
様
々
な
仕
様
が
あ
る
た
め
、
選

定
時
に
留
意
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
仕
様
に
対
す
る

CS
Vを

適
切
に
計
画
し
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
。

•
運
用
体
制

運
用
開
始
後
の
シ
ス
テ
ム
及
び
マ
ス
タ
デ
ー
タ
の
保
守
体
制
を
協
議
し
、
担
当

部
門
や
担
当
者
の
リ
ソ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
マ
ス
タ
デ
ー
タ
担
当
者
は
専
任
化

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

DI
強
化
に
向
け
て
、

Q
Aを
含
め
て
盤
石
な
運

用
管
理
手
順
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

導
入
時
の
留
意
事
項

A社
で
は
試
験
指
図
書
を

W
or

dで
作
成
し
、
承
認
さ
れ
た
紙
媒
体
を
複
写
し
て
試

験
指
図
及
び
記
録
に
用
い
て
き
た
。
そ
の
数
は
月
に

20
0～

30
0に
及
び
、
ス
ペ
ク
ト

ル
値
や
ピ
ー
ク
面
積
値
な
ど
の
結
果
デ
ー
タ
を
含
め
、
大
量
の
紙
に
よ
る
記
録
を
保

管
、
管
理
し
て
い
た
。
ま
た
、
試
験
記
録
に
は
生
デ
ー
タ
か
ら
の
デ
ー
タ
転
記
や
、

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
用
い
た
計
算
も
発
生
し
、
デ
ー
タ
の
正
確
性
や
完
全
性
に
関

わ
る
逸
脱
が
継
続
的
に
発
生
し
て
い
た
。
試
験
結
果
は
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
さ

れ
な
い
た
め
、
試
験
実
績
の
ト
レ
ン
ド
解
析
や
異
常
発
生
時
の
原
因
分
析
に
多
大
な

時
間
を
要
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、

A社
は

LI
M

Sの
導
入
を

計
画
し
た
。

導
入
に
あ
た
り
、
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
や
構
成
設
定
に
て
業
務
に
適
用
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
現
場
作
業
担
当
者
を
交
え
た
要
件
定
義
や
、
マ
ス
タ
の
整
備
、
及

び
そ
の
検
証
等
の
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
に
多
く
の
工
数
を
要
し
た
。
最
終
的

に
、
開
発
を
要
す
る
シ
ス
テ
ム
本
体
へ
の
機
能
追
加
を
ほ
ぼ
排
除
で
き
、
将
来
的
な

シ
ス
テ
ム
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
円
滑
に
行
え
る
目
途
が
立
っ
た
。

運
用
開
始
前
に
は
、

Q
Aを
中
心
と
し
た
管
理
手
順
策
定
の
た
め
の
ワ
ー
ク
チ
ー

ム
が
発
足
し
、
ア
ド
ミ
ン
業
務
や
監
査
証
跡
レ
ビ
ュ
ー
を
始
め
、

DI
強
化
に
向
け
た

運
用
手
順
が
文
書
化
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
品
質
試
験
に
関
す
る
全
て

の
デ
ー
タ
が

PC
か
ら
参
照
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
電
子
署
名
に
よ
る
照
査

承
認
回
覧
の
電
子
化
が
実
現
し
、
日
常
業
務
に
お
け
る
デ
ー
タ
参
照
や
、
査
察
・
監

査
等
に
お
け
る
資
料
準
備
に
か
か
る
工
数
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。

ま
た
、
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
検
体
管
理
、
検
体
の
保
管
出
納
管
理
、
試
薬
・
調
製

液
の
期
限
・
在
庫
管
理
等
に
よ
り
、
管
理
工
数
や
人
為
的
ミ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
っ

た
。

ス
ト
ー
リ
ー

•
製
剤
包
装
：

17
0百
万
円

15
0ユ
ー
ザ
、

2サ
イ
ト
、
他
シ
ス
テ
ム
連
携

(M
ES
、

CD
S、
分
析

機
器

80
台

)
•
原
薬
：

90
百
万
円

台
)

30
ユ
ー
ザ
、

1サ
イ
ト
、
他
シ
ス
テ
ム
連
携

(C
DS
、
分
析
機
器

50

概 算 コ ス ト

•
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
（
サ
ー
バ
、

PC
、
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
、
ラ
ベ
ル

プ
リ
ン
タ
等
）
、
及
び
周
辺
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
）
の
費
用
は
別
途

前 提 条 件

必
要
リ
ソ
ー
ス
（
参
考
情
報
）

•
試
験
指
図
記
録
書
マ
ス
タ
は
、

W
or

dや
Ex

ce
lで
作
成
さ
れ
、
様
式
と
し
て
管
理

さ
れ
て
い
る
。
試
験
実
施
時
は
、
様
式
中
に
可
変
情
報
を
追
記
し
、
印
刷
さ
れ

た
紙
版
で
承
認
稟
議
後
、
分
析
担
当
者
へ
配
布
さ
れ
る
が
、
可
変
情
報
の
誤
記

入
発
生
や
、
稟
議
の
非
効
率
さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

•
個
々
の
分
析
機
器
か
ら
生
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
印
刷
さ
れ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

Ex
ce

lに
転
記
し
、
計
算
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
転
記
の
際
は
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
で
あ
る
。
試
験
指
図
記
録
書
の
様
式
に
沿
っ
て
結
果
サ
マ
リ
を
作
成
し
、

一
部
の
生
デ
ー
タ
等
も
含
め
て
承
認
稟
議
を
経
る
必
要
が
あ
る
。
稟
議
の
非
効

率
さ
や
、
回
覧
中
の
生
デ
ー
タ
の
紛
失
等
の
課
題
が
あ
る
。

•
試
験
指
図
記
録
書
マ
ス
タ
は
、

LI
M

S内
で
電
子
的
に
定
義
さ
れ
る
。
指
図
発
行

業
務
は
簡
素
化
さ
れ
、

LI
M

S内
で
完
結
さ
れ
る
。
閲
覧
権
限
が
あ
れ
ば
、
ど
こ

で
も
試
験
指
図
情
報
や
試
験
結
果
が
閲
覧
可
能
と
な
る
。

•
分
析
機
器
や
計
測
機
器
の
出
力
結
果
を
自
動
的
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
デ
ー
タ

転
記
や
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
不
要
と
す
る
。
ま
た
、
紙
媒
体
の
管
理
が
不
要
と

な
る
。
結
果
デ
ー
タ
を
元
に
、
自
動
的
に
試
験
報
告
値
の
計
算
や
報
告
書
の
作

成
が
行
わ
れ
、
試
験
判
決
も

LI
M

S内
で
完
結
さ
れ
る
た
め
、
デ
ー
タ
や
分
析
結

果
等
の
情
報
共
有
が
容
易
に
な
る
と
共
に
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
も
向
上
す
る
。

•
試
験
結
果
や
生
デ
ー
タ
を
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
し
、
デ
ー
タ
解
析
や
ト
レ
ン
ド
解
析

等
の
デ
ー
タ
利
活
用
が
行
え
る
。

•
ER

Pや
M

ES
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
よ
る
試
験
計
画
の
自
動
立
案
、
試
験
指

図
発
行
の
自
動
化
、
原
材
料
や
製
品
に
対
す
る
試
験
結
果
や
使
用
決
定
情
報
の

連
携
。

•
安
定
性
試
験
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
安
定
性
試
験
チ
ャ
ン
バ
ー
の
デ
ー
タ
取

り
込
み
の
た
め
の

I/F
構
築
。

•
試
薬
在
庫
管
理
や
、
購
買
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
よ
る
自
動
発
注
。

•
機
器
校
正
時
期
の
管
理
。

•
試
験
計
画
や
日
次
の
試
験
進
捗
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
化
。

•
製
造
、
品
質
デ
ー
タ
を
用
い
た
多
変
量
解
析
や
予
兆
解
析
等
の
高
度
な
解
析
。

LI
M

S（
試
験
室
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

成
熟
度

業
務
領
域

1
2

3
4

5

番
号

00
4

14

戻
る

383



題
名

現
状
と
課
題

ゴ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ

•
回
覧
承
認
、
複
製
・
照
合
、
配
付
、
有
効
期
限
管
理
等
に
伴
う
紙
媒
体

管
理
工
数
削
減

•
紙
文
書
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
削
減

•
文
書
検
索
の
効
率
化

•
文
書
管
理
水
準
や

DI
の
向
上

投
資
対
効
果
算
出
例

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

IT
及
び

Q
A、

Q
C、
製
造
等
の
全
シ
ス
テ
ム
利
用
部

門
で
構
成
す
る
。

•
業
務
分
析
、
要
件
定
義

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
て
現
状
業
務
の
分
析
と
要
件
定
義
を
行
う
。

対
象
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
定
義
し
た
要
件

と
の

G
AP
分
析
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
シ
ス
テ
ム
仕
様
の
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
を
す
る
の
か
、
要
件
を
見
直
す
か
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
決
定
す
る
。

シ
ス
テ
ム
開
発
要
素
は
可
能
な
限
り
少
な
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

•
教
育
訓
練

CS
V実
施
と
と
も
に
、
操
作
手
順
を
策
定
し
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
へ
の

教
育
訓
練
を
行
う
。
ス
ム
ー
ス
な
本
番
稼
働
の
た
め
に
、
開
発
環
境
等

を
利
用
し
た
入
念
な

O
JT
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
利
用
に
慣
れ
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

•
運
用
体
制

利
害
関
係
の
な
い
部
署
を
対
象
に
、
シ
ス
テ
ム
管
理
者
を
選
任
す
る
。

ア
ク
セ
ス
権
管
理
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

/リ
ス
ト
ア
を
含
む
運
用
管
理
手
順

を
策
定
す
る
。

FA
Q
お
よ
び
保
守
体
制
を
検
討
し
、
報
告
連
絡
相
談
方

法
、
広
報
ツ
ー
ル
を
決
定
す
る
。

•
シ
ス
テ
ム
障
害
時
対
応

復
旧
方
法
、
連
絡
方
法
等
を
決
定
す
る
。
障
害
発
生
時
に
も
製
造
、
出

荷
業
務
が
滞
ら
な
い
た
め
の

BC
Pを
策
定
し
、
訓
練
す
る
。

導
入
時
の
留
意
事
項

A社
で
は
、

21
CF

R 
PA

RT
 1

1や
ER

ES
指
針
等
の
文
書
に
対
す
る
電
子
化
要

件
へ
の
適
合
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
紙
原
本
で
管
理
し
て
い
た
。
旧

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
文
書
も
一
定
期
間
保
管
が
必
要
な
た
め
、
保
管
場
所
が

年
々
増
大
し
、
外
部
倉
庫
を
利
用
開
始
し
た
が
、
管
理
運
用
面
で
の
時
間

と
コ
ス
ト
を
要
し
て
い
た
。
加
え
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

も
含
め
た
デ
ー
タ
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
も
必
須
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
紙
媒
体
が
故
に
、
照
査
承
認
プ
ロ
セ
ス
に
物
理
的
な
移
動
と
時
間

を
要
し
、
承
認
後
も
複
製
に
対
す
る
配
付
管
理
も
必
要
で
あ
り
、
特
に
記

録
様
式
の
照
合
に
時
間
を
要
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
、
次
の

2段
階
に
分
け
て
電
子
化
を

進
め
た
。

初
め
に
、
紙
媒
体
で
作
成
、
承
認
稟
議
、
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
を
全

て
PD

F化
し
た
。

PD
Fを
真
正
コ
ピ
ー
と
し
て
取
り
扱
う
た
め
の
仕
組
み
を

構
築
し
、
紙
媒
体
で
の
取
り
扱
い
を
廃
止
し
た
。

次
に
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
電
子
署
名
に
よ
る
照
査
承
認

回
覧
の
電
子
化
を
行
い
、
完
全
な
電
子
化
を
実
現
し
た
。
シ
ス
テ
ム
導
入

に
際
し
て
、
従
来
複
雑
で
あ
っ
た
文
書
体
系
を
見
直
す
と
共
に
、
各
文
書

の
所
有
部
門
や
定
期
照
査
頻
度
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
管
理
水
準
が
向

上
し
、
文
書
の
陳
腐
化
を
防
ぐ
仕
組
み
を
構
築
。
ま
た
、
印
刷
時
点
で
最

新
版
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
の
透
か
し
機
能
に
よ
り
、
旧
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
記
録
様
式
の
誤
使
用
に
よ
る
逸
脱
が
減
少
し
、

Q
Aに
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
の
工
数
も
削
減
さ
れ
た
。

ス
ト
ー
リ
ー

•
ケ
ー
ス

1：
導
入

1.
5百
万
円

(1
00
ラ
イ
セ
ン
ス

)
年
間
利
用
料

 4
百
万
円

概 算 コ ス ト

•
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス

前 提 条 件

必
要
リ
ソ
ー
ス
（
参
考
情
報
）

•
SO

Pや
基
準
書
、
記
録
書
様
式
等
の

GM
P文
書
は
紙
を
正
版
と
し
て

管
理
さ
れ
て
い
る
。
紙
原
本
の
保
管
、
貸
出
管
理
、
複
製
や
用
済
み

後
廃
棄
の
確
認

(又
は
有
効
期
限
管
理

)が
必
要
で
あ
り
、
工
数
や
保

管
ス
ペ
ー
ス
を
要
し
て
い
る
。

•
紙
文
書
で
の
承
認
稟
議
の
た
め
、
承
認
プ
ロ
セ
ス
に
時
間
を
要
し
て

い
る
。
ま
た
、
文
書
の
検
索
や
内
容
確
認
、
情
報
の
利
活
用
が
タ
イ

ム
リ
ー
に
行
え
ず
、
業
務
が
非
効
率
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

•
全
て
の

GM
P文
書
を
電
子
で
管
理
す
る
こ
と
で
、
紙
文
書
の
保
管
場
所
を
削
減

す
る
。
ま
た
、
制
定
か
ら
廃
止
ま
で
の
一
元
管
理
、
改
訂
期
限
管
理
等
が
可
能

と
な
る
。

•
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
印
刷
し
た
文
書
の
有
効
期
限
管
理
の
自
動
化
、
様
式
印
刷
時

の
配
付
と
照
合
の
自
動
化
に
よ
り
、
管
理
工
数
の
削
減
が
可
能
。

•
照
査
承
認
を
電
子
的
に
行
う
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
。
ア
ク
セ
ス
権
管
理
、
シ

ス
テ
ム
の
監
査
証
跡
、
電
子
化
し
た
紙
原
本
も
含
む
文
書
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

よ
り
、

DI
が
保
証
さ
れ
る
。

•
常
に
最
新
版
の
文
書
を
検
索
し
、
閲
覧
可
能
と
な
り
、
デ
ー
タ
電
子
化
に
よ
る

情
報
の
利
活
用
も
可
能
と
な
る
。

•
教
育
訓
練
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
よ
る
、

SO
P制
改
訂
に
伴
う
教
育
訓

練
実
施
と
発
効
管
理

•
品
質
イ
ベ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
よ
る
、

CA
PA
対
応
と
し
て

の
文
書
改
訂
管
理

•
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
と
生
成

AI
を
用
い
た
対
話
型
に
よ
る
高
度
な
文
書

検
索
、

SO
Pの
重
要
事
項
の
分
析
と
生
成

•
生
成

AI
に
よ
る
文
書
作
成
支
援
（
骨
子
の
生
成
、
用
語
の
統
一
、
文
書

校
正
）

D
M

S（
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

成
熟
度

業
務
領
域

1
2

3
4

5

番
号

00
5

15

戻
る

384



題
名

現
状
と
課
題

ゴ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ

•
タ
ス
ク
実
行
管
理
工
数
削
減

•
承
認
回
覧
や
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
、
保
管
管
理
等
の
紙
媒
体
管
理
工
数
削
減

•
紙
文
書
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
削
減

•
文
書
検
索
の
効
率
化

•
文
書
管
理
水
準
や

DI
の
向
上

投
資
対
効
果
算
出
例

•
業
務
分
析
、
要
件
定
義

Q
M

Sの
改
革
、
強
化
に
繋
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
た
め
、
業
務
要

件
定
義
は
品
質
部
門
が
主
導
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
が
対
象
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、

定
義
し
た
要
件
と
の

GA
P分
析
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
シ
ス
テ
ム
仕
様

の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
す
る
の
か
、
要
件
を
見
直
す
か
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
決
定
す
る
。
シ
ス
テ
ム
開
発
要
素
は
可
能
な
限
り
少
な
く
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

•
教
育
訓
練

CS
V実
施
と
と
も
に
、
操
作
手
順
を
策
定
し
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
へ
の

教
育
訓
練
を
行
う
。
ス
ム
ー
ス
な
本
番
稼
働
の
た
め
に
、
開
発
環
境
等

を
利
用
し
た
入
念
な

O
JT
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
利
用
に
慣
れ
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
番
稼
働
に
向
け
た
移
行
計
画
を
立
案
し
、

稼
働
直
後
は
手
厚
い

Hy
pe

r-
ca

re
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

•
運
用
体
制

利
害
関
係
の
な
い
部
署
を
対
象
に
、
シ
ス
テ
ム
管
理
者
を
選
任
す
る
。

ア
ク
セ
ス
権
管
理
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

/リ
ス
ト
ア
を
含
む
運
用
管
理
手
順

を
策
定
す
る
。

FA
Q
お
よ
び
保
守
体
制
を
検
討
し
、
報
告
連
絡
相
談
方

法
、
広
報
ツ
ー
ル
を
決
定
す
る
。

•
シ
ス
テ
ム
障
害
時
対
応

復
旧
方
法
、
連
絡
方
法
等
を
決
定
す
る
。
障
害
発
生
時
に
も
製
造
、
出

荷
業
務
が
滞
ら
な
い
た
め
の

BC
Pを
策
定
し
、
訓
練
す
る
。

導
入
時
の
留
意
事
項

A社
で
は
、
品
質
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
報
告
や
対
処
記
録
は
紙
文
書
で
管
理

し
て
い
た
。

Q
A担
当
者
は
常
時
複
数
の
案
件
に
対
応
し
て
い
る
が
、
資
料

が
紙
文
書
で
残
さ
れ
て
お
り
、
情
報
の
検
索
や
案
件
の
並
行
処
理
が
非
効

率
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
承
認
回
覧
や
保
管
管
理
等
の
紙
媒
体
管
理
に
も
多

く
の
時
間
と
工
数
が
か
か
っ
て
い
た
。
特
に
規
模
の
大
き
な
変
更
管
理
で

は
、
多
く
の
タ
ス
ク
や
そ
れ
ら
の
実
行
順
序
、
進
捗
状
況
を
適
切
に
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
各
担
当
者
に
よ
る
属
人
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
運
用
が

な
さ
れ
て
い
た
。
過
去
の
記
録
も
全
て
紙
文
書
で
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、

逸
脱
発
生
時
の
類
似
案
件
調
査
等
、
過
去
の
知
識
の
活
用
が
効
果
的
に
行

え
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら

Q
EM

Sの
導
入
を
決
定
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
業
務
要
件
定
義
は
、
品
質
部
門
が
主
導
。
初

め
に
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で

Sa
nd

bo
x環
境
を
用
い
、
導
入
予
定
シ

ス
テ
ム
の
機
能
や
標
準
仕
様
を
理
解
し
た
。
そ
の
後
、
既
存
の
業
務
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
問
題
点
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
改
革
し

Q
M

Sを
強
化
す
る
こ

と
に
主
眼
を
置
い
て
要
件
定
義
を
進
め
た
。

G
o-

liv
eは
、
大
き
な
業
務
の
分
類
毎
に
段
階
的
に
行
う
こ
と
と
し
た
。
す

な
わ
ち
、
約

2年
を
か
け
、
変
更
管
理
、
逸
脱
管
理
、
監
査
指
摘

CA
PA
、
市

場
ク
レ
ー
ム
の
順
番
で
、
順
次
シ
ス
テ
ム
化
へ
切
り
替
え
を
行
っ
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
業
務
改
革
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
分
散
し
、
切
り
替
え
時
の

混
乱
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
、
紙
文
書
の
回
覧
や
保
管
管
理
に
伴
う
工
数
が
削

減
さ
れ
る
と
共
に
、
情
報
の
電
子
化
に
よ
り
全
従
業
員
が
簡
単
に
過
去
の

知
見
に
触
れ
、
学
べ
る
よ
う
に
な
り
、
業
務
の
質
が
向
上
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー

•
ケ
ー
ス

1：
導
入

30
百
万
円
（

10
0ラ
イ
セ
ン
ス
）

年
間
利
用
料

20
百
万
円

•
ケ
ー
ス

2：

年
間
利
用
料

30
百
万
円

導
入

5百
万
円

(一
般
ユ
ー
ザ

10
0,
参
照
ユ
ー
ザ

30
0)

概 算 コ ス ト

•
ケ
ー
ス

1、
2共
に
、

Q
EM

S、
DM

S、
LM

S全
て
の
機
能
を
含
む

前 提 条 件

必
要
リ
ソ
ー
ス
（
参
考
情
報
）

•
変
更
管
理
、
逸
脱
報
告
、
自
己
点
検
や
監
査
・
査
察
の

CA
PA
、
品
質
情

報
等
の
品
質
イ
ベ
ン
ト
は
、
紙
文
書
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
原
本
の
保

管
場
所
が
必
要
で
あ
り
、
紛
失
リ
ス
ク
も
内
在
す
る
。

•
紙
文
書
で
の
承
認
稟
議
の
た
め
、
承
認
プ
ロ
セ
ス
に
時
間
を
要
し
て
い

る
。
ま
た
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
タ
ス
ク
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
や
実
行
順

序
の
管
理
は
、
各
担
当
者
に
よ
る

Ex
ce

lを
用
い
た
属
人
的
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

•
情
報
が
全
て
紙
で
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
過
去
事
例
の
検
索
が
行
え
ず
、

事
情
を
知
る
担
当
者
の
知
識
に
頼
っ
た
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

•
品
質
イ
ベ
ン
ト
の
記
録
を
電
子
化
す
る
こ
と
で
、
紙
文
書
の
保
管
場
所

や
管
理
工
数
を
削
減
す
る
。
電
子
化
に
よ
り
、
自
己
点
検
や
監
査
時
の

情
報
検
索
効
率
化
や
新
規
品
目
イ
ベ
ン
ト
発
生
時
に
過
去
知
識
の
利
活

用
が
可
能
と
な
る
。

•
照
査
承
認
を
電
子
的
に
行
う
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
。
ア
ク
セ
ス
権
管

理
、
シ
ス
テ
ム
の
監
査
証
跡
、
関
連
文
書
を
含
む
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ

り
、

DI
が
保
証
さ
れ
る
。

•
変
更
管
理
や

CA
PA
に
伴
う
タ
ス
ク
の
実
行
管
理
を
シ
ス
テ
ム
内
で
行
う

こ
と
で
、
ミ
ス
防
止
や
管
理
工
数
を
削
減
し
、
確
実
に
実
行
完
了
す
る
。

•
ER

Pと
の
連
携
に
よ
る
、
各
品
質
イ
ベ
ン
ト
の
該
当
ロ
ッ
ト
の
使
用
止
め

や
出
荷
止
め
、
及
び
解
除
。

•
LM

Sや
DM

Sと
の
連
携
に
よ
る
、
教
育
や
文
書
制
改
定
の
実
行
管
理
及

び
記
録
の
取
り
込
み
。

•
BI
ツ
ー
ル
を
用
い
た
各
担
当
者
や
部
門
の
担
当
案
件
の
件
数
や
進
捗
、

期
日
な
ど
の
情
報
可
視
化
。

•
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
や
生
成

AI
を
用
い
た
過
去
の
知
見
の
高
度
な
検
索

や
、
イ
ベ
ン
ト
起
票
時
の
ド
ラ
フ
ト
生
成
。

Q
EM

S（
品
質
イ
ベ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

成
熟
度

業
務
領
域

1
2

3
4

5

番
号

00
6

16

戻
る

385



題
名

現
状
と
課
題

ゴ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ

•
回
覧
承
認
、
複
製
・
照
合
、
配
付
、
有
効
期
限
管
理
等
に
伴
う
紙
媒
体

管
理
工
数
削
減

•
紙
文
書
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
削
減

•
教
育
管
理
水
準
の
向
上
と
管
理
工
数
削
減

•
DI
の
向
上

投
資
対
効
果
算
出
例

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

IT
及
び

Q
A、

Q
C、
製
造
等
の
全
シ
ス
テ
ム
利
用
部

門
で
構
成
す
る
。

•
業
務
分
析
、
要
件
定
義

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
て
現
状
業
務
の
分
析
と
要
件
定
義
を
行
う
。

対
象
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
定
義
し
た
要
件

と
の

G
AP
分
析
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
シ
ス
テ
ム
仕
様
の
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
を
す
る
の
か
、
要
件
を
見
直
す
か
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
決
定
す
る
。

シ
ス
テ
ム
開
発
要
素
は
可
能
な
限
り
少
な
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

•
教
育
訓
練

CS
V実
施
と
と
も
に
、
操
作
手
順
を
策
定
し
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
へ
の

教
育
訓
練
を
行
う
。
ス
ム
ー
ス
な
本
番
稼
働
の
た
め
に
、
開
発
環
境
等

を
利
用
し
た
入
念
な

O
JT
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
利
用
に
慣
れ
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

•
運
用
体
制

利
害
関
係
の
な
い
部
署
を
対
象
に
、
シ
ス
テ
ム
管
理
者
を
選
任
す
る
。

ア
ク
セ
ス
権
管
理
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

/リ
ス
ト
ア
を
含
む
運
用
管
理
手
順

を
策
定
す
る
。

FA
Q
お
よ
び
保
守
体
制
を
検
討
し
、
報
告
連
絡
相
談
方

法
、
広
報
ツ
ー
ル
を
決
定
す
る
。

•
シ
ス
テ
ム
障
害
時
対
応

復
旧
方
法
、
連
絡
方
法
等
を
決
定
す
る
。
障
害
発
生
時
に
も
製
造
、
出

荷
業
務
が
滞
ら
な
い
た
め
の

BC
Pを
策
定
し
、
訓
練
す
る
。

導
入
時
の
留
意
事
項

A社
で
は
教
育
記
録
を
紙
で
作
成
し
て
い
た
。
最
も
発
生
頻
度
の
高
い
文

書
改
訂
に
伴
う
教
育
訓
練
で
は
、
承
認
さ
れ
た
文
書
の
複
製
を
教
育
対
象

部
門
の
数
だ
け
作
成
し
、
回
覧
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
紙
文
書
の
取
り
回

し
が
煩
雑
で
あ
る
と
共
に
、
順
次
回
覧
さ
れ
る
た
め
、
対
象
者
数
が
多
い

部
門
で
は
、
完
了
ま
で
長
期
間
を
要
し
て
い
た
。
教
育
管
理
担
当
者
は
、

教
育
対
象
者
の
特
定
や
記
録
様
式
へ
の
氏
名
記
載
、
完
了
し
た
記
録
書
の

レ
ビ
ュ
ー
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
行
っ
て
い
た
が
、
対
象
者
の
漏
れ
や
受
講
忘

れ
が
度
々
発
生
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
紙
媒
体
管
理
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
運
用

に
伴
う
逸
脱
や
管
理
工
数
を
削
減
す
る
と
共
に
、
よ
り
効
果
的
な
教
育
訓

練
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

LM
Sの
導
入
を
決
定
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
業
務
要
件
定
義
は
、
品
質
部
門
が
主
導
。
教

育
の
分
類
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
体
系
を
見
直
し
、
各
部
門
や
担
当
者
が

必
要
十
分
な
教
育
を
受
講
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
従
来
一
方
通
行

で
あ
っ
た
教
育
訓
練
に
、
理
解
度
確
認
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

教
育
効
果
の
向
上
を
図
っ
た
。

運
用
開
始
後
は
、
各
部
門
の
教
育
管
理
担
当
者
の
業
務
負
荷
が
大
幅
に

減
少
し
た
。
事
前
に
設
定
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
っ
て
、
受
講
対
象

者
に
自
動
的
に
教
育
が
配
信
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
内
で
期
日
管
理
や
リ
マ
イ

ン
ド
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
受
講
漏
れ
や
受
講
忘
れ
ゼ
ロ
を
実
現
し
た
。

教
育
資
料
と
し
て
カ
ラ
フ
ル
な
ス
ラ
イ
ド
を
電
子
的
に
配
信
す
る
こ
と
も

で
き
、
従
来
の
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
と
比
較
し
て
、
質
の
高
い
教
育
が
行
え

る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

ス
ト
ー
リ
ー

•
ケ
ー
ス

1：
導
入

11
百
万
円

(1
00
ラ
イ
セ
ン
ス

)
年
間
利
用
料

 9
百
万
円

概 算 コ ス ト

•
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス

•
DM

Sの
機
能
を
含
む

前 提 条 件

必
要
リ
ソ
ー
ス
（
参
考
情
報
）

•
教
育
訓
練
記
録
は
紙
を
正
版
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
文
書
制
改
訂

に
伴
う
教
育
時
は
、
文
書
の
複
製
と
共
に
回
覧
が
必
要
で
あ
り
、
紙
文

書
の
取
り
回
し
が
煩
雑
で
あ
る
と
共
に
、
教
育
完
了
ま
で
の
リ
ー
ド
タ

イ
ム
が
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

•
教
育
訓
練
記
録
は
、
所
定
の
様
式
で
都
度
作
成
が
必
要
。
教
育
資
料
は

配
布
部
数
分
印
刷
の
上
有
効
化
の
署
名
が
必
要
。
ま
た
、
受
講
対
象
者

の
特
定
や
受
講
完
了
確
認
等
も
必
要
で
あ
り
、
各
部
門
の
教
育
担
当
者

は
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。

•
教
育
訓
練
記
録
を
電
子
化
す
る
こ
と
で
、
紙
文
書
の
取
り
回
し
、
紛
失
リ
ス
ク
、

保
管
場
所
の
問
題
を
解
決
す
る
。
教
育
資
料
は
シ
ス
テ
ム
内
で
電
子
的
に
作
成

し
、
紙
の
複
製
や
回
覧
を
不
要
と
す
る
。

•
理
解
度
評
価
を
電
子
的
に
行
い
、
教
育
効
果
を
確
実
に
す
る
。

•
初
任
者
や
定
期
教
育
等
の
教
育
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
、
対
象
者
に
確

実
に
教
育
配
信
が
行
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
上

で
受
講
期
日
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
自
動
的
に
リ
マ
イ
ン
ド
を
送
付
し
、
受
講

忘
れ
を
防
止
す
る
。

•
記
録
の
承
認
を
電
子
で
行
い
、
ア
ク
セ
ス
権
管
理
、
シ
ス
テ
ム
の
監
査
証
跡
、

文
書
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

DI
が
保
証
さ
れ
る
。

•
DM

Sや
Q

EM
Sと
の
連
携
に
よ
る
、

SO
P制
改
訂
や
逸
脱

CA
PA
に
伴
う
自

動
的
な
教
育
訓
練
配
信
。
教
育
完
了
を
ト
リ
ガ
ー
と
し
た
文
書
の
有
効

化
、
自
動
的
な

CA
PA
完
了
記
録
。

•
ド
メ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
訓
練
実
施
合
格
者
へ

の
他
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
付
与
。

•
ス
キ
ル
マ
ト
リ
ク
ス
に
よ
る
教
育
訓
練
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
。

•
動
画
形
式
の
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
や
教
育
配
信
。

AR
や

VR
等
の
高
度
な
教

育
訓
練
ツ
ー
ル
の
統
合
。

LM
S（
教
育
訓
練
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

成
熟
度

業
務
領
域

1
2

3
4

5

番
号

00
7

17

戻
る

386



題
名

現
状
と
課
題

ゴ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ

•
部
門
間
の
情
報
共
有
促
進
、
承
認
関
連
情
報
の
透
明
性
向
上
、
そ
れ
に

伴
う
承
認
書
齟
齬
の
発
生
防
止

•
改
訂
、
稟
議
作
業
の
効
率
化

•
紙
媒
体
管
理
工
数
、
紙
文
書
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
削
減

投
資
対
効
果
算
出
例

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

費
用
対
効
果
の
算
出
、
導
入
体
制
の
構
築
、
工
程
管
理
、
課
題
管
理
な

ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
基
盤
が
重
要
と
な
る
。

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
維
持

人
員
の
確
保
。
申
請
は
多
く
の
部
門
が
参
加
し
て
い
る
た
め
、
必
要
な

部
門
を
洗
い
出
し
参
加
を
依
頼
す
る
。
横
断
的
シ
ス
テ
ム
の
た
め
シ
ス

テ
ム
オ
ー
ナ
部
門
の
決
定
と
そ
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
す
る
。

•
業
務
分
析
・
要
件
設
定

統
合
さ
れ
た
申
請
情
報
を
だ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
必
要
と
し
て
い
る

か
を
考
え
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
方
法
を
検
討
す
る
。
特

に
情
報
共
有
と
見
え
る
化
に
よ
る
、
承
認
情
報
の
新
し
い
利
用
価
値
を

検
討
す
る
。
部
門
ご
と
の
担
当
業
務
（
役
割
と
責
任
）
を
明
確
化
し
た

上
で
、

RI
M

Sに
必
要
な
機
能
や
権
限
管
理
の
方
針
を
決
定
す
る
。

Q
12

を
視
野
に
入
れ
た
承
認
情
報
管
理
も
考
慮
す
る
。

•
運
用
体
制

シ
ス
テ
ム
オ
ー
ナ
部
門
の
運
用
時
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
規
制
要
件
（
法
改
正
等
）
の
変
更
へ
の
対
応
手
順
、
新
し
い
利

用
や
要
件
へ
の
改
善
の
手
順
を
継
続
的
に
考
え
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

重
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
正
し
く
、
即
時
デ
ー
タ
化
さ
れ
る
仕
組
み
も

必
要
。

導
入
時
の
留
意
事
項

A社
で
製
造
販
売
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
の
承
認
関
連
情
報
は
、
こ
れ
ま
で

紙
文
書
で
管
理
さ
れ
て
い
た
。
文
書
の
正
本
は
、
全
て
薬
事
部
門
に
よ
っ

て
厳
重
に
保
管
管
理
さ
れ
、
正
本
の

PD
Fを
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
公
開
す
る
形

で
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
た
。
本
運
用
で
は
、
承
認
書
の
最
新
版
が
共
有

さ
れ
る
ま
で
時
間
を
要
す
る
と
共
に
、
最
新
版
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
忘
れ
等

に
よ
る
不
便
や
逸
脱
も
発
生
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
工
程
や
原
材
料

の
変
更
管
理
に
際
し
て
、
承
認
書
へ
の
影
響
評
価
の
た
め
に
参
照
し
た
文

書
が
最
新
版
で
な
か
っ
た
た
め
、
本
来
行
う
べ
き
承
認
事
項
の
変
更
届
が

な
さ
れ
ず
、
製
造
実
態
と
承
認
書
と
の
間
に
齟
齬
が
発
生
し
た
状
態
で
長

期
間
製
造
が
行
わ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

RI
M

Sの
導
入
を
決
定
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
に
あ
た
り
、
部
門
毎
の
担
当
業
務
や
役
割
と
責
任
を
明
確

化
し
た
。
そ
の
上
で
、
部
門
や
レ
イ
ヤ
ー
ご
と
の
操
作
権
限
管
理
の
方
針

を
策
定
し
た
。

RI
M

S導
入
後
は
、
常
に
関
係
者
全
員
が
最
新
の
承
認
情
報
へ
ア
ク
セ
ス

可
能
と
な
っ
た
。
製
造
部
門
や
試
験
部
門
で
も
承
認
情
報
の
確
認
が
日
常

的
と
な
り
、
一
部
の
担
当
者
の
間
で
は
、

SO
P改
訂
時
に
自
主
的
に
承
認
情

報
を
確
認
す
る
習
慣
も
生
ま
れ
た
。

RI
M

S導
入
に
合
わ
せ
て
、
変
更
管
理

プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
承
認
情
報
へ
の
影
響
評
価
実
施
に
関
す
る
役
割
と
責

任
、
及
び
手
順
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
承
認
書
と
製
造
実
態
の
齟
齬
の
発

生
リ
ス
ク
が
低
減
さ
れ
た
。

ス
ト
ー
リ
ー

•
N

/A
（
情
報
無
し
）

概 算 コ ス ト

•
N

/A
（
情
報
無
し
）

前 提 条 件

必
要
リ
ソ
ー
ス
（
参
考
情
報
）

•
承
認
書
の
変
更
は
、
大
項
目
毎
に
異
な
る
部
門
が
対
応
し
て
お
り
、
承

認
書
全
体
の
最
新
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
改
訂
時
に
は
、

最
新
の

W
or

d版
が
必
要
で
あ
る
が
、
情
報
共
有
が
煩
雑
で
あ
っ
た
。

•
承
認
書
記
載
情
報
の
詳
細
化
、
内
容
の
増
加
、
そ
れ
に
伴
う
担
当
部
門

の
増
加
に
よ
り
、
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
や
情
報
共
有
が
困
難
。

•
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
者
管
理
）
が
複
雑
化
し
、
国
内
外
の
製
造

所
間
に
お
け
る
情
報
管
理
や
情
報
共
有
が
困
難
。

•
関
係
者
で
最
新
の
承
認
書
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
困
難
。

•
最
新
の
承
認
情
報
や
変
更
履
歴
が

PC
経
由
で
即
座
に
ど
こ
で
も
確
認
で

き
、
関
連
部
門
と
も
完
全
に
情
報
共
有
可
能
。

•
向
け
先
毎
の
承
認
取
得
状
況
、
承
認
さ
れ
た
製
造
サ
イ
ト
、
使
用
原
材

料
情
報
等
の
管
理
や
情
報
共
有
が
可
能
。

•
承
認
情
報
共
有
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
。
特
に
、

承
認
情
報
と
製
造
実
態
の
齟
齬
防
止
。

•
申
請
関
連
資
料
（
承
認
申
請
、

eC
TD
な
ど
）
の
作
成
か
ら
シ
ス
テ
ム
内

で
行
い
、
改
訂
履
歴
や
作
成
進
捗
状
況
が
共
有
可
能
と
な
る
。

•
Q

EM
Sと
連
携
し
、
品
質
イ
ベ
ン
ト
（
逸
脱
、
変
更
）
と
承
認
内
容
の
変

更
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
で
、
承
認
書
と
の
齟
齬
の
発
生
を
低
減
す
る
。

•
DM

S上
の
情
報
（

SO
Pや
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
文
書
）
を
含
む

LL
M
を
活
用

し
た
申
請
書
の

Q
Cチ
ェ
ッ
ク
自
動
化
。

RI
M

S（
承
認
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

) 導
入

 
成
熟
度

業
務
領
域

1
2

3
4

5

番
号

00
8

18

戻
る

387
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